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Ⅰ はじめに 

 

新潟県立大学は、「国際性の涵養」、「地域性の重視」、「人間性の涵養」を基本理念

として、県立新潟女子短期大学が培ってきた教育の伝統と知的財産を更に発展させ、平

成 21 年４月に開学した大学である。 

この３つの基本理念の下、グローバルな視点から地域づくりを担う中核的な人材を育

成し、新潟から世界に向けて情報発信するとともに、交流の輪を広げ、教育研究の成果

を地域に還元して、持続的な地域の発展と共生社会の実現に貢献すること、さらに、大

学全入時代にあっても常に学生から選ばれる魅力ある大学となることを目指している。 

新潟県公立大学法人評価委員会は、この大学を運営する公立大学法人新潟県立大学（以

下「法人」という。）による業務実績について、専門的、客観的かつ中立公正な評価を

行うことをその使命として設置されたものである。 

平成 27 年度から開始された第２期中期目標期間の５年目に当たる今年度、地方独立行

政法人法に基づき、認証評価機関による評価結果を踏まえ、中期目標期間の終了時に見

込まれる業務実績に関する評価（中間評価）を行った。 

当評価委員会の行う評価が、法人の自主的かつ継続的な業務運営の見直し、改善を促

し、現中期目標期間において、更なる業務内容の質的向上、業務運営の効率化、透明性

の確保に資するとともに、次期中期目標及び中期計画の策定に活用されることを期待す

る。 

 

 令和元年９月 

 

新潟県公立大学法人評価委員会県立大学部会 

 

部 会 長  古 城 佳 子 
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委  員  坂 田   裕 

 

委  員  城 山 英 明 
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Ⅱ 評価（中間評価）の仕組みについて 

 

１ 中間評価の根拠 

地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号）第 78 条の２ 

 

２ 評価対象 

公立大学法人新潟県立大学の第２期中期目標（平成 26 年 12 月新潟県指示。目標期

間：平成 27 年度から令和２年度まで）の期間終了時に見込まれる達成状況 

 

３ 評価要領 

公立大学法人新潟県立大学の中期目標期間終了時見込業務実績評価（中間評価）実 

施要領（令和元年５月新潟県公立大学法人評価委員会決定）に基づき実施 

 

４ 評価の経緯 

令和元年５月 31 日  第１回県立大学部会開催・中間評価実施要領の決定 

６月 28 日  法人から業務実績見込報告書の提出 

８月 ９日  第３回県立大学部会開催・小項目別評価の審議 

８月 26 日  法人から小項目別評価結果案に対する意見の提出 

９月 ６日  第４回県立大学部会開催・評価結果の確定 
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Ⅲ 評価結果 

１ 全体評価 

中期目標の達成状況は『良好』となる見込みである。 

(1) 評価 

平成 21 年度に開学した公立大学法人新潟県立大学は、「国際性の涵養」、「地域

性の重視」、「人間性の涵養」という基本理念の下、平成 27 年度からの第２期中期目

標の達成に向け、中期計画及び各年度計画を策定し、様々な取組を行っている。 

今般、法改正により、新たに中間評価の仕組みが導入されたことに伴い、中期目標

期間の５年目にあたる今年度、当部会では、法人から提出された業務実績見込報告書

を基にヒアリングを実施し、法人の第２期中期目標期間の終了時に見込まれる中期目

標の達成状況について評価を実施した。評価結果は、以下のとおりである。 

７区分の大項目の中期目標の達成状況の見込として、まず、教育に関する事項につ

いては、毎年目標値を上回る志願倍率、９割以上の高い水準の学生の授業内容満足度

や３年連続で 100％を達成している管理栄養士国家試験の合格率などについて、顕著

な成果が認められることから、中期目標の達成状況は「良好」となる見込みと評価し

た。 

研究に関する事項については、国内外の大学や研究機関との共同研究等に積極的に

取り組むとともに、新潟県が抱える諸課題をテーマとするシンポジウム等で、その研

究成果を学内外に発信しており、中期目標の達成状況は「良好」となる見込みと評価

した。 

地域貢献・国際化に関する事項では、関心の高いテーマで多くの聴講者を集めてい

る公開講座の取組や、海外の大学等との活発な相互交流、毎年目標値を大幅に上回る

留学生の受入・派遣数などについて高く評価でき、中期目標の達成状況は「良好」と

なる見込みと評価した。 

業務運営に関する事項、財務内容に関する事項などの４つの大項目については、そ

の取組の多くが概ね中期計画どおりの実施状況となっており、中期目標の達成状況は

「概ね良好」となる見込みと評価した。 

県立大学の使命を果たしていく上で、教育研究上の質の向上に関わる(1)教育に関

する事項、(2)研究に関する事項及び（3）地域貢献・国際化に関する事項は特に重要

であることを考慮し、これら７つの大項目別の評価結果を総合的に勘案した結果、全

体としては、「中期目標の達成状況は『良好』となる見込みである」と評価した。 

法人においては、引き続き、中期目標の達成に向け、各種取組が行われることを期

待する。 
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大項目別評価 評価項目数 113 
大項目（７項目） 評価結果 事業単位 74 指標単位 39 

教育研究 

上の質の 

向上に関 

する目標 

(1) 教育に関する目標 Ａ 良好となる見込み 31 14 

(2) 研究に関する目標 Ａ 良好となる見込み 6 8 

(3) 地域貢献・国際化に関する目標 Ａ 良好となる見込み 8 11 

(4) 業務運営の改善及び効率化に関する目標 Ｂ 概ね良好となる見込み 10 1 

(5) 財務内容の改善に関する目標 Ｂ 概ね良好となる見込み 8 5 

(6) 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価 

結果の活用に関する目標 
Ｂ 概ね良好となる見込み 2 - 

(7) その他業務運営に関する重要事項 Ｂ 概ね良好となる見込み 9 - 

(2) 特筆すべき取組、顕著な成果が認められた事項 

◎ 管理栄養士国家試験の合格率【教育】 

 ＜合格率(％)＞目標値 100 実績値 H27:80.9、H28～H30:100 

 平成 28 年度以降、学科全教員が国家試験対策に取り組み、個別指導等を行う支援体

制が確立された結果、３年連続で合格率 100%を達成している。 

◎ 留学生受入・派遣数、海外の大学等との相互交流【教育、地域貢献・国際化】 

 ＜受入数(人)＞目標値 26  実績値 H27:36  H28:51  H29:48  H30:50 

  ＜派遣数(人)＞目標値 105  実績値 H27:151 H28:201 H29:211 H30:202 

 留学生の受入者数、派遣者数ともに、毎年度目標値を大きく上回っている。 

◎ 公開講座などの学習機会の提供【地域貢献・国際化】 

 ＜聴講者数(人)＞目標値 1,040 実績値 H27:1,356 H28:1,350 H29:1,407 H30:1,341 

 ＜教員参画数(人)＞目標値 19  実績値 H27:54  H28:40  H29:42  H30:34 

県民の生涯学習の場として、シンポジウムや国際情勢講演会、公開講座等を多数開催

しており、聴講者数、教員参画数ともに、毎年度目標値を大きく上回っている。 

◎ 大学・教員がマスメディアに取り上げられた件数【地域貢献・国際化】 

 ＜掲載件数(件)＞：目標値 80 実績値 H27:124 H28:112 H29:104 H30:117 

大学・教員がメディアに取り上げられる件数が、毎年度目標値を大きく上回っている。 

(3) 課題・改善点や業務運営等に対する意見 
 ◎ 大学院の定員充足率【教育】 

 ＜定員充足率(％)＞目標値 100 (10 名)  実績値 H27:50 (5 名)、H28～H30:20 (2 名) 

平成 27 年度の大学院開設以降、定員充足率は毎年目標値を大きく下回っている。県

内大学生や社会人へのＰＲ、教員による協定校訪問など定員充足対策を進めていると

ころであるが、今後も「世界で活躍できる人材の養成」という目標に向けたより一層の

効果的な取組が望まれる。 

◎ 論文数・査読付き論文数・英語論文数【研究】 

＜論文数(編)＞    目標値 140  実績値 H27:112 H28:92 H29:102 H30:117 

＜査読付き論文数(編)＞目標値  79 実績値 H27:57  H28:48 H29:58  H30:48 

＜英語論文数(編)＞    目標値  50 実績値 H27:30  H28:33 H29:31  H30:30 

いずれも毎年度目標値を下回っている。このことについて教授会等で周知し、学部学

科別の論文総数や一人あたり論文数の集計結果をまとめ、学部長・学科長に対して各学

部学科での取組を促しているところであるが、今後も一層の取組に努められたい。 
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２ 大項目別評価 
(1) 教育に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は『良好』となる見込みである。 

【概況】 

〇 教育の内容に関する事項 

 ・ 志願倍率について、入試結果を分析し、推薦入試の選抜方法を改善するとともに、 

学部長・学科長等による高校訪問、高校教諭との意見交換等を行い、志願者増に努め 

ており、平成 28 年度以降、９倍以上と毎年目標値を超える高い志願倍率を維持してい 

る。 

 ・ 学生の英語能力について、国際地域学部の TOEIC スコアは、中期期間を通じて目標 
値を下回っている。大学では、セルフ・アクセス・センターでの自律学習支援や、TOEIC 
ワークショップの開催などの対策を講じているが、TOEIC の受験者の増、目標値を上 
回る得点数の確保に向け、受験料の一部補助なども含め、抜本的な対策を検討された 
い。 

 ・ 管理栄養士国家試験について、平成 27 年度は合格率が 80.9％であったものの、平 

  成 28 年度以降、学生全員に模試を受験させて早期の実態把握に努め、個別指導に当 

  たるなどの支援体制を構築した結果、合格率 100％を３年連続で達成している。 

・ 平成 27 年度の大学院開設以降、定員充足率は毎年目標値を大きく下回っている。こ 

れまで、社会人入学者の負担改善のため、日本語開講科目の拡大や研究指導体制の見直 

しなど教育プログラムの再編を行うとともに、外国人留学生の確保を図ってきた。現在 

も県内大学生や社会人へのＰＲ、教員による協定校訪問など定員充足対策を進めてい 

るところであるが、今後も一層効果的な取組が望まれる。 

〇 教育の実施体制に関する事項 

・ 学生による授業評価アンケートを全学的に行い、結果を各教員にフィードバックし、 

 学内に公表することで教育内容や教育方法の改善を図っている。学生の授業内容満足 

度は、90％以上と毎年度目標値を上回っている。 

 ・ 学生の要望等を踏まえ、図書館、コンピューター演習室等を補講日以外の土曜日も 

開放し、平日の学内施設の利用時間も延長したほか、図書館の一部増設を行うなど、 

自習環境の充実を図っている。 

〇 学生の支援に関する事項 

・ 学生が入学後スムーズに学習に取り組めるよう、入学式前のオリエンテーションを 

  実施し、入学前体験学習として英語学習のほか社会調査法などの導入講座を設けて、 

早い段階での学習への動機付けを高めている。 

・ 各学科の特色に合わせた就職ガイダンスや、卒業生を講師とした就職対策講座の開 

催など、学生が進路選択を考えやすい環境を整えており、就職希望者の就職率は、平 

成 29 年度が 100％、その他の年も毎年 100％近い実績を維持している。 
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【評価】 

グローバルな視点から地域づくりを担う中核的な人材の育成を目指して教育の取組

を進めており、管理栄養士の国家試験対策及び留学生の受入数・派遣数についての３つ

の項目はｓ評価であり、志願倍率、授業内容満足度、就職希望者の就職率など７つの項

目はａ評価である。 

大学院の定員充足率についてはｄ評価であるものの、平成 27 年度以降の大項目別の

年度評価はすべてＡ評価であり、これまでの業務実績及び今後の取組予定を総合的に

勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成状況は『良好』となる見込み）が相当である。 

 今後、国際経済学部の新設を契機として、低年次からのインターンシップやフィール

ドワーク、海外研修を組み入れた授業体系などにより、グローバル人材のさらなる育成

を図り、大学の個性化・差別化を進めるとともに、他大学にない魅力を高校教諭や高校

生にＰＲしていく取組に期待したい。 

 

【小項目別評価結果】 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 31  １ 30   

指標単位評価結果 14 ３ ６ ４  １ 

（評価基準）ｓ：中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである 
    ａ：中期計画の達成状況は良好となる見込みである 

 ｂ：中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである 
ｃ：中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである 

 ｄ：中期計画の達成状況は不十分となる見込みであり、重大な改善事項がある 
 

【参考】 
◯ 年度評価における中期計画の進捗状況評価 

H27 H28 H29 H30   （進捗状況評価基準） 
Ｓ：優れて順調、Ａ：順調、Ｂ：概ね順調 

Ｃ：やや遅れている、Ｄ：遅れている Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

  

6



◯ 年度評価における指標（数値目標）の進捗状況一覧 

 

  

単位 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 730 730 730 730
実績値 611 622 587 620
評価 b b c b
目標値 500 500 500 500
実績値 586 585 586 546
評価 a a a a
目標値 100 100 100 100
実績値 80.9 100 100 100
評価 c a s s
目標値 10 10 10 10

実績値
7

(89.4)
15
(76.5)

17
(80.0)

22
(86.7)

評価 s b b b
目標値 9.3 9.1 8.9 8.8
実績値 9.1 9.7 9.5 9.4
評価 b a a a
目標値 85 85 85 85
実績値 91.1 90.9 90.9 91.5
評価 a a a a
目標値 1.0 1.0 1.0 1.0
実績値 0.9 1.0 1.2 1.4
評価 a a b c
目標値 80 80 80 80
実績値 80 77.8 76.1 73.7
評価 a b b b
目標値 1 1 1 1
実績値 1 1 1 1
評価 a a a a
目標値 100 100 100 100
実績値 99.1 99.2 100 99.6
評価 a a a b
目標値 90.0 90.0 90.0 90.0
実績値 89.3 89.4 94.6 87.9
評価 b b a b
目標値 26 26 26 26
実績値 36 51 48 50
評価 s s s s
目標値 105 105 105 105
実績値 151 201 211 202
評価 s s s s
目標値
実績値 3.1 4.5 4.3 4.4
評価 － － － －
目標値 100 100 100 100
実績値 50.0 20.0 20.0 20.0
評価 c d d ｄ

大学院の定員充足率 ％

人

（参考）学生に占める
外国人留学生の割合

％

卒業生の就職・進学満足度 ％

留学生の受
入・派遣数

受入者数 人

点

人間生活学部
TOEICスコア

点

就職希望者の就職率 ％

教員の学生サポート満足度 ％

国の大学教育改革に関する
支援プログラム採択数

件

授業内容満足度 ％

離学した学生の割合 ％

倍

国家資格の
取得率

管理栄養士の
合格率

％

社会福祉士の
合格率
(全国10位以内)

位
（％）

指　標　項　目

志願倍率

卒業時の
英語能力

国際地域学部
TOEICスコア

派遣者数
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(2) 研究に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は『良好』となる見込みである。 

【概況】 

〇 研究水準及び成果に関する事項 

 ・ 論文の引用件数等は、毎年目標値を大幅に上回る実績となっている。一方、論文数・ 

査読付き論文数・英語論文数については、平成 27 年度以降、いずれも目標を下回って 

いる。このことについて、教授会等で周知するとともに、学部学科別の論文総数や一 

人あたり論文数の集計結果をまとめ、学部長・学科長に対して各学部学科での取組を 

促しているところであるが、今後も一層の取組に努められたい。 

・ 著書・美術作品・音楽活動等の発表数は、平成 27 年度以降、毎年目標値を上回る 

  実績となっている。 

 ・ 国内外の大学や研究機関と連携して、平成 27 年度以降、毎年シンポジウムやワーク 

ショップ等を開催するとともに、平成 29 年度からは研究成果をまとめたディスカッ 

ションペーパーを発行している。平成 30 年度には、横浜市立大学と協定を締結し、互 

いの大学の短期プログラムに学生数名を受入れ、交流を開始している。 

〇 研究の実施体制の充実・強化に関する事項 

 ・ 科学研究費補助金の採択者や教員評価において最高評価を受けた教員に対する研究 
  費の追加支給等のインセンティブ向上策の実施、優れた教育研究事業が学内の競争を 
  通じて採択される大学高度化推進事業の実施等、予算の重点配分による研究活動の高 
  度化に取り組んでいる。 

 ・ 新潟県内の大学間で研究成果等を共有するデータベースである新潟県地域共同リポ 
  ジトリへの登録を進め、研究成果のデータベース化を行い、広く社会に提供している。 
 

【評価】 

国際水準の研究成果を創出し世界に発信するとともに、地域社会の課題解決に積極

的に取り組み、地域の知の拠点となることを目指して研究を進めており、論文の引用件

数等についての項目はｓ評価、新潟県が抱える諸課題に関する取組、他大学や研究機関

との連携などの４つの項目はａ評価である。 

論文数に関する項目についてはｃ評価であるものの、平成 27 年度以降の大項目別の

年度評価はすべてＡ評価であり、これまでの業務実績及び今後の取組予定を総合的に

勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成状況は『良好』となる見込み）が相当である。 

 今後は、論文数、査読付き論文数及び英語論文数の増加に向けた一層効果的な取組が

望まれる。 
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【小項目別評価結果】 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ６  ３ ３   

指標単位評価結果 ８ １ １ ３ ３  

（評価基準）ｓ：中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである 
    ａ：中期計画の達成状況は良好となる見込みである 

 ｂ：中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである 
ｃ：中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである 

 ｄ：中期計画の達成状況は不十分となる見込みであり、重大な改善事項がある 

【参考】 
◯ 年度評価における中期計画の進捗状況評価 

H27 H28 H29 H30   （進捗状況評価基準） 
Ｓ：優れて順調、Ａ：順調、Ｂ：概ね順調 

Ｃ：やや遅れている、Ｄ：遅れている Ａ Ａ Ａ Ａ 

◯ 年度評価における指標（数値目標）の進捗状況一覧 

 

単位 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 16 16 16 16
実績値 14 13 18 10
評価 b b a c
目標値 28 28 28 28
実績値 25 21 23 27
評価 b c b b
目標値 140 140 140 140
実績値 112 92 102 117
評価 b c c b
目標値 79 79 79 79
実績値 57 48 58 48
評価 c c c c
目標値 50 50 50 50
実績値 30 33 31 30
評価 c c c c
目標値 140 140 140 140
実績値 203 151 119 132
評価 s a b b
目標値 57 57 57 57
実績値 60 62 68 65
評価 a a a a
目標値 535 535 535 535
実績値 2,718 5,345 5,858 6,608
評価 s s s s

論文の引用件数等 件

件

英語論文数 編

学会報告件数 件

論文数

論文数 編

査読付き論文数 編

件

科学研究費補助金等の
出願件数

件

指　標　項　目

受託・共同研究件数

著書・美術作品・音楽活動等
の発表数
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(3) 地域貢献・国際化に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は『良好』となる見込みである。 

【概況】 

〇 教育研究などにおける地域や社会との連携・協力に関する事項 

 ・ 県内社会人を対象としたリカレント講座を開催し、地域への知の還元に積極的に努 

めており、公開講座などの聴講者数・教員参画数とも目標を大きく上回っている。ま 

た、平成 30 年度から開始した地域活性化研究機構事業により、中国の視察・報告会を 

実施し、地域社会と連携した研究を行う基盤の構築を進めている。 

 ・ 大学・教員がマスメディアに取り上げられた件数は、100 件以上と、毎年目標値を大 

きく上回っている。 

 ・ 地域活動やボランティアの依頼について、地方自治体や企業との連携を図り、学内 

  掲示板等で周知し、多くの学生の参加を促した。国際地域学部では地域の子どもたち 

  の学習支援に積極的に参加し、人間生活学部では新潟青陵大学の学生と共同で子ども 

  食堂を企画・実施するなど地域に貢献した。 

 
 〇 産学官連携の推進に関する事項 
 ・ 新卒者の県内就職者数は、平成 29 年度以降、目標値を下回る状況が続いている。 

  県内就職者数の改善に向け、県内企業見学バスツアーの開催、県主催のインターンシ 
  ップマッチングフェアへの参加、業界研究講座や県内就職情報収集講座などを実施し 
  ているところであるが、今後も積極的な取組を進められたい。 
 

〇 国際化の推進に関する事項 

 ・ 海外協定締結校を 13 校に増やすなど学生が留学しやすい環境の整備や、海外から 

  の留学生の受入促進のため、日本語指導体制の整備等を進めたことにより、留学生の 

  受入・派遣数は、平成 27 年度以降、目標値を大きく上回っている。 

 

【評価】 

 教育研究の成果を地域へ還元し、大学の国際化を積極的に推進することを目指して

取組を進めている。公開講座等の実施や聴講者・教員参画数、大学・教員がマスメディ

アに取り上げられた件数、海外の大学等との交流などの７つの項目はｓ評価、卒業生を

採用した企業の満足度や審議会等委員委嘱数など４つの項目はａ評価である。 

19 項目中 11 項目がａ評価以上であり、平成 27 年度以降の大項目別の年度評価は平

成 28 年度を除きすべてＡ評価であることを踏まえ、Ａ評価（中期目標の達成状況は『良

好』となる見込み）が相当である。 

  高齢化が進行する地域社会において、公開講座等により県民への生涯学習の機会を提 

供する役割は重要であり、これまでの積極的な取組を評価するとともに、今後のさらな 

る取組に期待したい。 
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【小項目別評価結果】 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ８ ２ １ ５   

指標単位評価結果 11 ５ ３ ３   

（評価基準）ｓ：中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである 
    ａ：中期計画の達成状況は良好となる見込みである 

 ｂ：中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである 
ｃ：中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである 

 ｄ：中期計画の達成状況は不十分となる見込みであり、重大な改善事項がある 

【参考】 
◯ 年度評価における中期計画の進捗状況評価 

H27 H28 H29 H30   （進捗状況評価基準） 
Ｓ：優れて順調、Ａ：順調、Ｂ：概ね順調 

Ｃ：やや遅れている、Ｄ：遅れている Ａ Ｓ Ａ Ａ 

◯ 年度評価における指標（数値目標）の進捗状況一覧 

 

単位 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 80 80 80 80
実績値 85.7 78.6 82.9 97.2
評価 a b a s
目標値 135 135 135 150
実績値 131 150 111 114
評価 b a b c
目標値 1,040 1,040 1,040 1,040
実績値 1,356 1,350 1,407 1,341
評価 s s s s
目標値 19 19 19 19
実績値 54 40 42 34
評価 s s s s
目標値 16 16 16 16
実績値 14 13 18 10
評価 b b a c
目標値 80 80 80 80
実績値 105 115 87 77
評価 s s a b
目標値 80 80 80 80
実績値 124 112 104 117
評価 s s s s
目標値 730 730 730 730
実績値 611 622 587 620
評価 b b c b
目標値 500 500 500 500
実績値 586 585 586 546
評価 a a a a
目標値 26 26 26 26
実績値 36 51 48 50
評価 s s s s
目標値 105 105 105 105
実績値 151 201 211 202
評価 s s s s
目標値
実績値 3.1 4.5 4.3 4.4
評価 － － － －

（参考）学生に占める
外国人留学生の割合

％

人

教員参画数 人

留学生の受
入・派遣数
（再掲）

受入者数 人

派遣者数 人

卒業時の
英語能力
（再掲）

国際地域学部
TOEICスコア

点

人間生活学部
TOEICスコア

点

件

受託・共同研究件数（再掲） 件

審議会等委員委嘱数 件

人

卒業生を採用した
企業の満足度

％

指　標　項　目

新卒者の県内就職数

大学・教員がマスメディア
に取り上げられた件数

公開講座な
どの聴講者・
教員参画数

聴講者数
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(4) 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

Ｂ 中期目標の達成状況は『概ね良好』となる見込みである。 

【概況】 

〇 運営体制の改善に関する事項 

 ・ 平成 27 年度以降、教育研究評議会の体制整備、事務局組織や学内委員会の改編など 

  を実施し、平成 30 年度には、学長を補佐し新学部設置準備をはじめとする大学改革の 

  課題に対応するため、副学長２人体制を導入するなど、戦略的・機動的な大学運営を 

  行うための体制強化に取り組んでいる。 

〇 人事の適正化に関する事項 

 ・ 教職員の採用に当たり、公募による採用を実施し、特に職員採用については中堅職 
員による面接を導入するなど、優秀な人材の確保に努めている。 

・ 働き方改革において、研究、教育など多様な働き方をしている教員の勤務時間を客 
  観的に把握する仕組みを検討されたい。 

〇 事務の効率化・合理化に関する事項 

 ・ 事務組織の改編を行い、業務内容を明確化してマネジメントを強化することにより、 
業務の迅速化を図るとともに、主な配置換えの時期を８月とするなど柔軟な組織運営 
により、新学部設置等に伴う業務の増加に対応した。 

・ 学生の利便性向上と業務の効率化を図るため、手作業で行っていた証明書発行業務 
  を見直し、証明書自動発行機を導入し、令和元年度より運用することとなった。 
 
【評価】 

学内運営体制の改善に関する１項目がａ評価である。11 項目中 10 項目がｂ評価であ

り、平成 27 年度以降の大項目別の年度評価もすべてＢ評価であることから、Ｂ評価（中

期目標の達成状況は『概ね良好』となる見込み）が相当である。 

 今後も、新学部設置に伴う業務増加への対応や、働き方改革への適切な対応など、業

務運営の一層の改善に取り組まれたい。 

【小項目別評価結果】 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 10  １ ９   

指標単位評価結果 １   １   

（評価基準）ｓ：中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである 
    ａ：中期計画の達成状況は良好となる見込みである 

 ｂ：中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである 
ｃ：中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである 

 ｄ：中期計画の達成状況は不十分となる見込みであり、重大な改善事項がある 
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【参考】 
◯ 年度評価における中期計画の進捗状況評価 

H27 H28 H29 H30   （進捗状況評価基準） 
Ｓ：優れて順調、Ａ：順調、Ｂ：概ね順調 

Ｃ：やや遅れている、Ｄ：遅れている Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

◯ 年度評価における指標（数値目標）の進捗状況一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 75 75 75 75

実績値 64.5 69.2 66.9 61.5

評価 b b b b

％

指　標　項　目

事務局の学生サポート
満足度
（学生生活、就職）
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(5) 財務内容の改善に関する目標 

Ｂ 中期目標の達成状況は『概ね良好』となる見込みである。 

【概況】 

〇 外部研究資金その他自己収入の増加に関する事項 

・ 科学研究費補助金等の獲得件数は、平成 27 年度以降、毎年目標値を上回る件数を獲 

 得している。平成 30 年度からは科研費採択に向けた専門業者による講習会及び申請書 

 類の添削を実施しており、今後も採択率の向上が期待される。 

 ・ 地域からの要望を受け、有料講座である教員免許更新講習を実施し、平成 30 年度に 

  は約 360 万円の自己収入額増加につながった。 

 〇 資産の運用管理の改善に関する事項 

 ・ 新潟県立大学の教員が関係する学会、検定、講演会等の会場として、大学施設を開 

  放している。 

【評価】 

 科学研究費補助金等の獲得件数、志願倍率の２つの項目はａ評価である。13 項目中、

11 項目がｂ評価であり、平成 27 年度以降の年度評価は平成 28 年度を除きすべてＢ評

価であることから、Ｂ評価（中期目標の達成状況は『概ね良好』となる見込み）が相当

である。 

 今後も、科学研究費補助金等外部資金のより一層の獲得など、自己収入の増加に努め

られたい。 

 
【小項目別評価結果】 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ８   ８   

指標単位評価結果 ５  ２ ３   

（評価基準）ｓ：中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである 
    ａ：中期計画の達成状況は良好となる見込みである 

 ｂ：中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである 
ｃ：中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである 

 ｄ：中期計画の達成状況は不十分となる見込みであり、重大な改善事項がある 
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【参考】 
◯ 年度評価における中期計画の進捗状況評価 

H27 H28 H29 H30   （進捗状況評価基準） 
Ｓ：優れて順調、Ａ：順調、Ｂ：概ね順調 

Ｃ：やや遅れている、Ｄ：遅れている Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 

◯ 年度評価における指標（数値目標）の進捗状況一覧 

 

 

 

  

単位 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

目標値 9.3 9.1 8.9 8.8
実績値 9.1 9.7 9.5 9.4
評価 b a a a
目標値 18 18 18 18
実績値 25 22 19 19
評価 s s a a
目標値 3 3 3 3
実績値 3.2 3.4 2.4 2.2
評価 a a b c
目標値 55 55 55 55
実績値 52.7 55.6 55.3 51.2
評価 b a a b
目標値 20 20 20 20
実績値 19.1 19.3 19.1 19.4
評価 b b b b

教育研究費比率 ％

外部研究資金比率 ％

科学研究費補助金等
の獲得件数

件

自己収入比率 ％

志願倍率（再掲） 倍

指　標　項　目
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(6) 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する目標 

Ｂ 中期目標の達成状況は『概ね良好』となる見込みである。 

【概況】 

〇 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する事項 

 ・ 平成 26 年度に受審した大学基準協会による認証評価の結果、シラバスの成績評価 

  基準の記述があいまいであった点などについて指摘を受けたものの、その後改善報告 

  を行い、意欲的に改善に取り組んできている。 

 ・ 平成 29 年度の県の包括外部監査結果を踏まえ、内部監査規程の整備や随意契約手続 

の運用を整理するなど、適切な対応がなされている。 

〇 情報提供に関する事項 

 ・ 学生や教員の地域連携活動や、大学主催の学術講演・公開講座の様子等、教育研究 

  活動に関する情報について、積極的に情報提供を行っており、今後はＳＮＳをさらに 

活用した発信を検討されたい。 

【評価】 

自己点検・評価や外部評価の結果を踏まえた改善に関する項目及び情報提供に関す

る項目について、２項目ともｂ評価であり、平成 27 年度以降の大項目別の年度評価も

すべてＢ評価であることから、Ｂ評価（中期目標の達成状況は『概ね良好』となる見込

み）が相当である。 

 今後も、外部機関等の評価結果を活用し、教育研究や業務内容の改善に継続的に取り

組まれたい。 

 
【小項目別評価結果】 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ２   ２   

指標単位評価結果 指標なし      

（評価基準）ｓ：中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである 
    ａ：中期計画の達成状況は良好となる見込みである 

 ｂ：中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである 
ｃ：中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである 

 ｄ：中期計画の達成状況は不十分となる見込みであり、重大な改善事項がある 

【参考】 

◯ 年度評価における中期計画の進捗状況評価 
H27 H28 H29 H30   （進捗状況評価基準） 

Ｓ：優れて順調、Ａ：順調、Ｂ：概ね順調 

Ｃ：やや遅れている、Ｄ：遅れている Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 
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 (7) その他業務運営に関する重要事項 

Ｂ 中期目標の達成状況は『概ね良好』となる見込みである。 

【概況】 

〇 コンプライアンスの推進に関する事項 

 ・ 学生に対して、新入生オリエンテーションにおいて、インターネットの利用ルール、 
  契約に関する注意事項など、学生生活を送るための基本的事項が書かれた冊子を配布 
  するなど、コンプライアンスの推進に取り組んでいる。 

 〇 施設の効率的整備に関する事項 
 ・ 既存施設の長寿命化が図られるよう、適切にメンテナンスを実施するための施設整 
  備計画を策定した。経費節減や費用の平準化を踏まえ、必要な経費の積算を行いつつ、 
  第２期中期計画期間中に更新が必要なものは年次計画を立案して整備を進めている。 

 〇 情報管理に関する事項 
 ・ ネットワーク基盤のセキュリティ強化のため、学内の情報基盤全体を見直し、情報 
  セキュリティポリシーの改定を進めており、令和元年度内の改定を予定している。 

 〇 人権に関する事項 
・ 学生に対して、オリエンテーション時に人権啓発リーフレットを配布し、啓発や相 

 談窓口の周知に努めている。教職員に対しては、人権啓発パンフレットを配布すると 

 ともに、研修を実施している。 

・ 男女共同参画の推進の観点から、女性の教職員が抱える問題点として、育児休業か 
 らの職場復帰が円滑に行われるための支援体制が挙げられるが、体制の充実を図るた 
 め、搾乳室の整備や、保育支援を実施している。 

【評価】 

 コンプライアンスの推進に関する項目など、９つの項目全てがｂ評価であり、平成

27 年度以降の大項目別の年度評価もすべてＢ評価であることから、Ｂ評価（中期目標

の達成状況は『概ね良好』となる見込み）が相当である。 

 今後も、コンプライアンスのより一層の推進、教職員及び学生の安全管理など、取組

の充実に努められたい。 
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【小項目別評価結果】 

 項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

事業単位評価結果 ９   ９   

指標単位評価結果 指標なし      

（評価基準）ｓ：中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである 
    ａ：中期計画の達成状況は良好となる見込みである 

 ｂ：中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである 
ｃ：中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである 

 ｄ：中期計画の達成状況は不十分となる見込みであり、重大な改善事項がある 

 
【参考】 

◯ 年度評価における中期計画の進捗状況評価 
H27 H28 H29 H30   （進捗状況評価基準） 

Ｓ：優れて順調、Ａ：順調、Ｂ：概ね順調 

Ｃ：やや遅れている、Ｄ：遅れている Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 
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1
年

度
の

入
試

改
革

に
向

け
て

、
定

期
的

に
高

校
教

諭
と

の
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
。
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

②
教

育
課

程
②

教
育

課
程

に
関

す
る

具
体

的
方

策

【
学

部
学

士
課

程
】

＜
全

学
共

通
＞

　
大

学
の

基
本

理
念

や
目

標
を

踏
ま

え
、

語
学

運
用

能
力

や
課

題
解

決
能

力
、

高
度

な
専

門
知

識
・
技

術
が

身
に

つ
く
よ

う
学

生
の

目
的

に
応

じ
た

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

5
　

課
題

を
自

ら
発

見
し

解
決

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
等

の
授

業
を

推
進

す
る

。

b
a

b
b

b
b

　
国

際
経

済
学

部
の

新
設

に
伴

い
、

１
年

生
か

ら
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

、
海

外
研

修
を

組
入

れ
た

授
業

体
系

と
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
育

成
を

は
か

る
と

と
も

に
、

大
学

の
個

性
化

・
差

別
化

を
進

め
る

こ
と

が
重

要
と

思
慮

す
る

。

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 『
地

域
協

働
演

習
』
及

び
関

連
科

目
を

平
成

2
9
年

度
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
正

に
合

わ
せ

て
開

設
す

る
こ

と
と

し
、

細
部

に
亘

る
検

討
を

重
ね

、
制

度
設

計
の

充
実

を
図

っ
た

。
平

成
2
9

年
度

に
は

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
取

り
入

れ
た

『
地

域
協

働
演

習
』
の

開
設

に
加

え
、

『
海

外
実

地
研

修
』
科

目
も

充
実

さ
せ

た
。

ま
た

、
国

際
地

域
学

部
に

て
少

人
数

の
ゼ

ミ
形

式
で

大
学

の
学

び
に

必
要

な
基

礎
技

能
を

身
に

付
け

る
『
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
、

Ⅱ
』

を
導

入
し

た
。

 学
生

が
大

学
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
枠

を
超

え
て

学
ぶ

機
会

の
拡

大
を

目
指

し
て

、
「
地

（
知

）
の

拠
点

大
学

に
よ

る
地

方
創

生
推

進
事

業
（
C

O
C

+
）
」
に

参
加

し
、

平
成

2
9
年

度
に

は
単

位
互

換
制

度
に

係
る

覚
書

を
締

結
し

た
。

 平
成

3
0
年

度
か

ら
は

、
新

設
し

た
『
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
B

[青
木

]』
に

お
い

て
、

学
生

の
課

題
解

決
能

力
の

向
上

を
図

っ
た

。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

地
域

や
企

業
と

連
携

し
た

授
業

内
容

、
海

外
で

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
な

ど
学

生
の

課
題

解
決

能
力

の
育

成
を

推
進

す
る

。
※

C
O

C
+
・
・
・
文

部
科

学
省

に
よ

る
大

学
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

革
に

対
す

る
支

援
制

度
。

（
以

下
「
C

O
C

+
」
と

い
う

）
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

6
　

Ａ
Ｃ

Ｅ
（
A

c
ad

e
m

ic
C

o
m

m
u
n
ic

at
iv

e
 E

n
gl

is
h
）
科

目
を

含
む

英
語

教
育

を
充

実
し

、
英

語
活

用
能

力
の

向
上

を
図

る
。

b
b

a
b

b
b

＜
国

際
地

域
学

部
国

際
地

域
学

科
＞

7

b
b

b
b

b
b

b
b

＜
コ

ー
ス

の
再

編
に

つ
い

て
＞

　
新

学
部

の
設

置
に

伴
い

、
国

際
地

域
学

部
の

コ
ー

ス
を

国
際

関
係

コ
ー

ス
、

比
較

文
化

コ
ー

ス
、

露
中

韓
コ

ー
ス

の
３

つ
に

再
編

す
る

。
３

コ
ー

ス
制

は
2
0
2
0
年

度
入

学
生

か
ら

で
あ

り
、

2
0
1
9
年

度
ま

で
の

入
学

生
に

つ
い

て
は

、
卒

業
ま

で
４

つ
の

コ
ー

ス
の

い
ず

れ
か

に
所

属
す

る
。

b
b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 新
入

生
に

向
け

た
取

組
と

し
て

、
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

時
に

、
国

際
地

域
学

部
の

学
生

に
は

英
語

選
択

科
目

の
継

続
的

な
受

講
を

促
す

と
と

も
に

、
人

間
生

活
学

部
の

学
生

に
は

自
由

科
目

制
度

を
活

用
し

た
国

際
地

域
学

部
の

学
生

向
け

英
語

科
目

が
受

講
可

能
で

あ
る

こ
と

を
周

知
し

た
ほ

か
、

本
学

の
英

語
教

育
を

紹
介

す
る

ビ
デ

オ
を

作
成

し
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

上
映

し
た

。
ま

た
、

A
C

E
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を

配
布

し
、

本
学

の
英

語
教

育
の

考
え

方
や

学
習

目
標

等
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

 人
間

生
活

学
部

学
生

の
英

語
活

用
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

平
成

2
8
年

度
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
改

正
し

、
1
・
2
年

次
に

習
得

し
た

英
語

力
を

活
用

し
て

専
門

科
目

を
学

ぶ
科

目
を

5
科

目
新

た
に

開
設

し
た

。
取

組
の

結
果

、
人

間
生

活
学

部
の

学
生

の
中

に
は

、
海

外
実

地
研

修
参

加
後

も
、

セ
ル

フ
ア

ク
セ

ス
セ

ン
タ

ー
で

自
主

学
習

を
行

う
な

ど
、

積
極

的
に

英
語

を
学

ぶ
学

生
が

増
え

た
。

 平
成

2
9
年

度
か

ら
は

、
新

た
に

T
O

E
IC

 W
o
rk

sh
o
pな

ど
を

開
催

し
た

。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

国
際

経
済

学
部

の
新

設
に

伴
っ

て
必

要
と

な
る

英
語

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

編
成

や
海

外
研

修
の

検
討

等
、

英
語

教
育

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
る

。

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 前
・
後

期
そ

れ
ぞ

れ
の

学
期

初
め

に
行

う
学

年
別

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
や

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
に

よ
る

面
談

、
履

修
相

談
な

ど
を

通
じ

て
、

学
生

の
興

味
・
関

心
や

将
来

の
進

路
等

に
つ

い
て

現
況

を
把

握
し

な
が

ら
履

修
指

導
を

行
っ

た
。

 １
学

年
前

期
に

開
講

す
る

学
部

共
通

科
目

「
国

際
地

域
研

究
入

門
」
を

通
じ

て
、

国
際

地
域

学
へ

の
導

入
を

行
う

と
と

も
に

、
１

学
年

後
期

に
開

講
す

る
「
国

際
地

域
学

A
・
B

・
C

」
に

よ
り

学
生

の
興

味
・
関

心
を

抽
出

し
、

４
つ

の
コ

ー
ス

（
国

際
社

会
・
比

較
文

化
・
東

ア
ジ

ア
・

地
域

環
境

）
か

ら
学

生
の

希
望

す
る

コ
ー

ス
を

選
択

で
き

る
よ

う
指

導
し

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

2
0
2
0
年

度
か

ら
新

学
部

が
発

足
す

る
の

に
伴

い
、

従
来

の
４

コ
ー

ス
を

３
コ

ー
ス

に
再

編
す

る
。

同
時

に
、

同
年

度
入

学
生

か
ら

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
各

コ
ー

ス
の

授
業

科
目

を
体

系
的

に
整

理
し

、
履

修
の

モ
デ

ル
と

な
る

「
モ

ジ
ュ

ー
ル

」
を

導
入

す
る

。

7
-
1

7
-
2

　
学

部
・
学

科
の

基
本

理
念

や
教

育
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

で
き

る
よ

う
、

「
社

会
科

学
」
「
人

文
科

学
」
「
自

然
科

学
」
の

学
際

的
な

枠
組

み
に

基
づ

く
コ

ー
ス

を
設

定
し

、
体

系
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

＜
人

間
生

活
学

部
子

ど
も

学
科

＞

8

b
b

b
b

b
b

b
b

s
b

b
b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
、

履
修

指
導

担
当

教
員

が
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
指

導
を

行
い

、
ま

た
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
が

、
担

当
学

生
に

専
門

職
と

な
る

た
め

の
知

識
・
技

能
・
心

構
え

を
、

履
修

科
目

選
択

時
に

ア
ド

バ
イ

ス
し

た
。

さ
ら

に
、

各
専

任
教

員
が

授
業

の
中

で
科

目
内

容
と

関
連

付
け

て
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

と
履

修
指

導
を

行
っ

た
。

　
（
一

社
）
新

潟
県

私
立

幼
稚

園
・
認

定
こ

ど
も

園
協

会
の

訪
問

説
明

会
を

１
～

３
年

生
を

対
象

に
１

月
に

実
施

し
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
を

図
っ

た
。

　
３

種
（
幼

稚
園

教
諭

・
保

育
士

・
社

会
福

祉
士

）
の

専
門

職
の

特
殊

性
を

考
慮

し
、

無
理

の
な

い
履

修
が

出
来

る
よ

う
、

学
科

内
に

”
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

革
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

”
を

立
ち

上
げ

、
科

目
の

精
選

・
単

位
数

の
整

理
を

行
っ

た
。

ま
た

、
「
再

課
程

認
定

」
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

①
国

の
方

針
と

し
て

の
『
保

育
教

諭
』
の

養
成

、
②

本
大

学
と

し
て

の
特

色
で

あ
る

「
社

会
福

祉
士

」
科

目
の

配
置

、
の

２
点

に
鑑

み
、

“
幼

保
－

保
育

教
諭

モ
デ

ル
”
“
保

育
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

（
幼

保
＋

社
会

福
祉

士
）
モ

デ
ル

”
を

重
視

す
る

方
向

で
履

修
モ

デ
ル

を
検

討
し

、
科

目
の

改
廃

及
び

単
位

数
の

削
減

を
反

映
し

た
新

た
な

「
保

育
士

養
成

課
程

」
を

策
定

し
た

。
　

社
会

福
祉

士
国

家
試

験
に

合
格

し
た

先
輩

を
招

き
、

体
験

を
伝

え
る

場
や

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
紹

介
す

る
機

会
を

設
け

、
早

期
に

国
家

試
験

受
験

に
対

す
る

心
構

え
を

す
る

よ
う

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
特

別
授

業
課

程
や

模
擬

試
験

の
開

催
等

、
社

会
福

祉
士

関
連

科
目

の
担

当
教

員
を

中
心

に
国

家
試

験
対

策
を

実
施

し
た

。
　

令
和

元
年

度
に

控
え

た
保

育
士

養
成

課
程

の
見

直
し

及
び

幼
稚

園
教

務
免

許
再

課
程

認
定

に
対

応
す

べ
く
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
を

行
っ

た
。

《
社

会
福

祉
士

国
家

試
験

合
格

率
》

平
成

2
7
年

度
　

本
学

合
格

率
8
9
.5

%
（
受

験
者

数
1
9
名

、
合

格
者

1
7
名

）
、

全
国

平
均

2
6
.2

%
　

　
受

験
者

1
0
人

以
上

の
福

祉
系

大
学

等
2
1
5
校

中
７

位
(県

内
１

位
）

平
成

2
8
年

度
　

本
学

合
格

率
7
6
.5

%
（
受

験
者

数
1
7
名

、
合

格
者

1
3
名

）
、

全
国

平
均

2
5
.8

%
　

　
受

験
者

1
0
人

以
上

の
福

祉
系

大
学

等
2
1
2
校

中
1
5
位

(県
内

１
位

）
平

成
2
9
年

度
　

本
学

合
格

率
8
0
.0

%
（
受

験
者

数
2
5
名

、
合

格
者

2
0
名

）
、

全
国

平
均

3
0
.2

%
　

　
受

験
者

1
0
人

以
上

の
福

祉
系

大
学

等
2
1
4
校

中
1
7
位

（
県

内
2
位

）
平

成
3
0
年

度
　

本
学

合
格

率
8
6
.7

％
(受

験
者

1
5
名

、
合

格
者

1
3
名

）
、

全
国

平
均

2
9
.9

％
受

験
者

1
0
以

上
の

福
祉

系
大

学
等

2
0
8
校

中
2
2
位

（
県

内
1
位

）

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 保

育
士

資
格

、
幼

稚
園

教
諭

免
許

､社
会

福
祉

士
受

験
資

格
の

取
得

に
関

連
し

た
学

科
の

専
門

科
目

に
つ

い
て

、
法

令
改

正
へ

の
対

応
を

考
慮

し
な

が
ら

実
施

す
る

。
ま

た
、

よ
り

国
際

化
に

対
応

で
き

る
人

材
を

育
成

で
き

る
よ

う
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
検

討
す

る
。

b
b

8
-
2

8
-
3

　
学

部
・
学

科
の

基
本

理
念

や
教

育
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

で
き

る
よ

う
、

保
育

者
（
幼

稚
園

教
諭

、
保

育
士

）
の

養
成

を
中

心
に

、
社

会
福

祉
士

の
資

格
取

得
希

望
者

に
も

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

8
-
1
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

＜
人

間
生

活
学

部
健

康
栄

養
学

科
＞

9

b
b

b
b

b
b

b
b

c
a

s
s

　
平

成
2
8
年

度
以

降
、

高
い

国
家

試
験

の
合

格
率

を
維

持
で

き
る

支
援

体
制

を
構

築
し

て
い

る
。

中
期

計
画

は
、

管
理

栄
養

士
の

受
験

資
格

等
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
と

い
う

内
容

で
あ

る
が

、
管

理
栄

養
士

の
合

格
率

は
指

標
評

価
の

項
目

で
も

あ
る

た
め

、
相

応
に

重
視

さ
れ

る
点

で
あ

り
、

か
つ

、
合

格
率

1
0
0
％

を
継

続
す

る
結

果
が

出
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ａ
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 学
期

初
め

の
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
に

よ
る

指
導

の
実

施
に

よ
り

、
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
履

修
指

導
を

行
っ

た
。

 カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
い

て
、

管
理

栄
養

士
国

家
試

験
受

験
資

格
及

び
栄

養
教

諭
の

免
許

取
得

に
関

連
し

た
専

門
科

目
を

実
施

し
た

。
４

年
生

に
つ

い
て

は
、

全
員

が
管

理
栄

養
士

国
家

試
験

受
験

資
格

の
要

件
を

満
た

し
、

教
職

課
程

履
修

者
は

栄
養

教
諭

一
種

免
許

状
取

得
に

必
要

な
科

目
の

単
位

を
修

得
し

た
。

 学
科

全
教

員
が

国
家

試
験

対
策

に
取

り
組

ん
だ

。
全

員
が

模
擬

試
験

を
受

験
す

る
よ

う
指

導
し

、
学

生
の

実
態

を
早

期
に

把
握

す
る

こ
と

に
努

め
た

。
ゼ

ミ
教

員
や

国
試

対
策

委
員

に
よ

る
個

別
指

導
、

学
内

外
の

教
員

・
講

師
に

よ
る

特
別

講
義

、
受

験
経

験
者

の
体

験
談

を
聞

く
機

会
の

設
定

等
を

行
っ

た
。

 令
和

元
年

度
か

ら
の

教
職

再
課

程
認

定
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

編
成

を
行

っ
た

。

《
管

理
栄

養
士

国
家

試
験

合
格

率
》

　
平

成
2
7
年

度
　

本
学

合
格

率
　

8
0
.9

％
（
受

験
者

(新
卒

）
4
7
人

、
合

格
者

3
8
人

　
全

国
平

均
8
5
.1

％
）

　
平

成
2
8
年

度
　

本
学

合
格

率
　

1
0
0
％

（
受

験
者

（
新

卒
）
3
8
人

、
合

格
者

3
8
人

　
全

国
平

均
9
2
.4

％
）

　
平

成
2
9
年

度
　

本
学

合
格

率
　

1
0
0
％

（
受

験
者

（
新

卒
）
3
8
人

、
合

格
者

3
8
人

　
全

国
平

均
9
5
.8

％
）

　
平

成
3
0
年

度
　

本
学

合
格

率
　

1
0
0
％

(受
験

者
（
新

卒
）
3
9
人

　
合

格
者

3
9
人

　
全

国
平

均
9
5
.5

％
）

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 管

理
栄

養
士

及
び

栄
養

教
諭

免
許

取
得

に
関

連
し

た
科

目
を

、
法

令
改

正
へ

の
対

応
を

考
慮

し
な

が
ら

実
施

す
る

。
ま

た
、

よ
り

国
際

化
に

対
応

で
き

る
人

材
を

育
成

で
き

る
よ

う
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
検

討
す

る
。

ａ
b

9
-
1

9
-
2

9
-
3

　
学

部
・
学

科
の

基
本

理
念

や
教

育
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

で
き

る
よ

う
、

管
理

栄
養

士
の

受
験

資
格

と
栄

養
教

諭
の

免
許

取
得

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

【
大

学
院

修
士

課
程

】

　
大

学
院

の
基

本
理

念
や

目
標

を
踏

ま
え

、
学

生
が

実
践

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

論
理

的
か

つ
柔

軟
な

思
考

力
、

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
、

高
度

な
専

門
知

識
を

修
得

で
き

る
よ

う
体

系
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。

1
0

 大
学

院
の

基
本

理
念

や
教

育
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
高

度
な

専
門

知
識

を
修

得
で

き
る

よ
う

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
と

と
も

に
、

大
学

院
を

活
性

化
さ

せ
る

た
め

の
諸

政
策

を
検

討
し

、
教

育
活

動
の

充
実

に
努

め
る

。

b
b

b
b

b
b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

及
び

シ
ラ

バ
ス

に
基

づ
い

た
授

業
を

行
っ

た
。

院
生

の
英

語
力

が
向

上
す

る
よ

う
、

正
規

授
業

の
他

に
英

語
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
っ

た
り

、
レ

ベ
ル

チ
ェ

ッ
ク

の
制

度
を

設
け

る
な

ど
、

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
整

備
に

取
り

組
ん

だ
。

 必
修

科
目

「
総

合
演

習
」
を

公
開

し
、

特
別

講
義

の
ほ

か
、

ゲ
ス

ト
レ

ク
チ

ャ
ー

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
「
オ

ー
プ

ン
ウ

ィ
ー

ク
」
を

定
め

、
複

数
の

大
学

院
の

授
業

科
目

を
教

職
員

、
学

生
、

一
般

の
方

々
に

公
開

し
、

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

取
組

を
行

っ
た

。
 教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
再

編
に

つ
い

て
検

討
し

た
結

果
、

入
試

に
お

け
る

社
会

人
の

負
担

軽
減

や
、

日
本

語
開

講
科

目
の

拡
大

及
び

研
究

指
導

体
制

の
見

直
し

な
ど

、
入

学
す

る
社

会
人

へ
の

負
担

を
改

善
す

る
た

め
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

再
編

を
行

っ
た

。
加

え
て

、
大

学
院

の
活

性
化

を
目

指
し

、
平

成
２

９
年

度
に

Ｊ
ＩＣ

Ａ
（
国

際
協

力
機

構
）
と

研
修

員
受

入
に

関
す

る
覚

書
を

締
結

し
た

。
　

国
際

地
域

学
部

と
の

接
続

を
強

化
す

る
た

め
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

再
編

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
大

学
院

活
性

化
を

目
指

し
、

国
内

他
大

学
と

の
協

定
を

結
ぶ

と
と

も
に

、
学

部
と

連
携

し
て

他
国

の
大

学
へ

訪
問

し
た

ほ
か

、
国

際
協

力
機

構
の

Ａ
Ｂ

Ｅ
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

申
込

む
な

ど
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
再

編
の

検
討

や
留

学
生

確
保

を
図

っ
た

。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

大
学

院
活

性
化

の
た

め
、

国
際

協
力

機
構

と
の

連
携

強
化

を
通

じ
外

国
人

留
学

生
の

獲
得

拡
大

を
図

る
。

同
時

に
､推

薦
入

試
の

制
度

を
拡

大
し

、
学

卒
者

、
社

会
人

、
外

国
人

留
学

生
の

応
募

に
柔

軟
に

対
応

す
る

。

＜
大

学
院

国
際

地
域

学
研

究
科

＞
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

③
教

育
方

法
③

教
育

方
法

に
関

す
る

具
体

的
方

策

　
専

攻
分

野
や

授
業

科
目

の
特

性
に

応
じ

、
地

域
と

の
連

携
を

図
る

な
ど

、
有

効
な

授
業

形
態

及
び

学
習

方
法

を
取

り
入

れ
る

。

1
1

　
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
や

視
聴

覚
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

等
、

多
様

な
形

態
で

授
業

を
実

施
す

る
。

枝 番 1 、 2 と も b

b
b

a
b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 平
成

２
７

年
度

よ
り

　
『
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ａ

』
、

「
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ｂ

[水
俣

]』
を

開
講

し
、

『
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ｂ

[水
俣

]』
で

は
、

学
生

達
が

熊
本

県
水

俣
市

へ
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

学
ん

だ
こ

と
を

大
学

祭
「
連

花
祭

」
で

展
示

し
、

学
内

外
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
努

め
た

。
ま

た
、

『
地

域
協

働
演

習
』
の

導
入

に
伴

っ
て

、
課

題
解

決
型

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
内

容
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

平
成

3
0
年

度
か

ら
県

内
企

業
で

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
体

験
す

る
『
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ｂ

［
青

木
］
』
を

開
講

し
た

。
 双

方
向

的
授

業
を

目
指

し
、

教
室

以
外

で
の

主
体

的
・
能

動
的

な
学

習
意

欲
が

向
上

す
る

よ
う

、
新

教
務

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、

現
行

電
子

掲
示

板
の

機
能

統
合

等
に

つ
い

て
も

検
討

し
た

。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
取

り
入

れ
、

地
域

と
連

携
し

、
地

域
課

題
に

取
り

組
む

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

的
科

目
を

増
や

し
、

そ
の

た
め

の
授

業
方

法
の

開
発

に
取

り
組

む
。

b

　
授

業
科

目
ご

と
の

学
習

目
標

、
成

績
評

価
基

準
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
達

成
度

に
応

じ
た

公
正

な
評

価
を

行
う

。

1
2

　
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

で
定

め
た

資
質

・
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
た

め
、

授
業

内
容

、
到

達
目

標
、

成
績

評
価

基
準

、
授

業
計

画
等

を
明

示
し

た
シ

ラ
バ

ス
を

充
実

さ
せ

、
厳

正
な

成
績

評
価

を
行

う
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 成
績

評
価

方
法

の
記

載
に

つ
い

て
、

曖
昧

な
表

現
を

避
け

、
具

体
的

な
評

価
割

合
等

を
明

示
す

る
よ

う
、

教
授

会
で

周
知

徹
底

し
た

。
ま

た
、

シ
ラ

バ
ス

の
意

義
の

周
知

と
内

容
の

充
実

を
図

る
た

め
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

、
教

授
会

で
説

明
を

行
っ

た
。

 デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
の

全
体

的
な

見
直

し
を

行
い

、
ま

た
、

そ
の

内
容

と
各

授
業

の
位

置
づ

け
を

シ
ラ

バ
ス

に
明

示
す

る
た

め
に

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ラ
バ

ス
の

形
式

を
改

訂
し

た
。

 成
績

評
価

結
果

に
対

す
る

申
し

立
て

制
度

の
整

備
に

向
け

て
、

手
順

な
ど

の
整

備
を

進
め

、
運

用
方

法
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

成
績

評
価

に
対

す
る

申
し

立
て

制
度

に
つ

い
て

、
2
0
2
0
年

度
か

ら
の

運
用

を
目

指
し

整
備

を
進

め
、

成
績

評
価

方
法

な
ど

の
更

な
る

可
視

化
を

図
る

。

b
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

（
３

）
教

育
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

①
適

切
な

教
職

員
の

配
置

等
①

　
学

生
に

質
の

高
い

教
育

を
行

い
、

教
育

目
標

を
確

実
に

達
成

す
る

た
め

、
適

切
に

教
職

員
を

配
置

し
、

そ
の

専
門

性
を

向
上

さ
せ

る
。

1
3

　
教

職
員

の
専

門
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
研

修
会

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 英
語

で
授

業
を

行
う

教
員

を
対

象
に

、
効

果
的

な
学

習
の

実
現

と
そ

れ
に

向
け

た
課

題
克

服
の

た
め

の
授

業
ス

キ
ル

な
ど

を
テ

ー
マ

に
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
強

化
す

る
Ｅ

Ｍ
Ｓ

（
E
n
gl

is
h
 M

e
di

u
m

 S
tu

ｄ
ie

s）
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

教
員

の
専

門
性

の
向

上
を

図
っ

た
。

 公
立

大
学

協
会

事
務

局
長

を
講

師
に

招
き

、
公

立
大

学
の

現
状

と
課

題
や

障
が

い
者

差
別

解
消

法
に

係
る

教
職

員
向

け
全

体
研

修
を

実
施

し
た

。
 教

員
に

対
し

て
、

よ
り

効
果

が
出

る
よ

う
、

英
語

研
修

事
業

の
研

修
方

法
を

見
直

し
た

。
ま

た
、

職
員

に
対

し
て

は
公

立
大

学
協

会
主

催
の

研
修

を
積

極
的

に
受

講
さ

せ
る

と
と

も
に

、
業

務
上

必
要

な
専

門
的

な
研

修
へ

の
参

加
を

促
し

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 教

職
員

を
対

象
と

英
語

研
修

事
業

を
継

続
実

施
す

る
と

と
も

に
、

職
員

に
業

務
上

有
効

な
研

修
へ

の
参

加
を

促
す

。

b

②
教

育
環

境
の

整
備

②

　
学

生
の

学
習

効
果

を
高

め
る

た
め

に
自

習
環

境
、

図
書

館
機

能
等

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。

1
4

　
学

生
の

実
態

、
ニ

ー
ズ

及
び

意
見

を
把

握
し

、
セ

ル
フ

・
ア

ク
セ

ス
・
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

自
習

環
境

等
の

充
実

を
図

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 セ
ル

フ
・
ア

ク
セ

ス
・
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
、

教
材

の
追

加
や

自
習

用
パ

ソ
コ

ン
の

入
替

な
ど

を
行

い
、

自
習

環
境

の
一

層
の

充
実

を
図

っ
た

。
 学

生
満

足
度

調
査

の
要

望
等

を
踏

ま
え

、
図

書
館

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
演

習
室

等
を

補
講

日
以

外
の

土
曜

日
も

開
放

す
る

こ
と

と
し

、
平

日
の

学
内

施
設

の
利

用
時

間
も

延
長

し
た

。
ま

た
、

図
書

館
の

一
部

増
設

、
P

C
演

習
室

・
C

A
L
L
第

１
教

室
の

機
器

の
リ

ー
ス

更
新

等
を

行
い

、
学

生
の

自
習

環
境

の
利

便
性

向
上

を
図

っ
た

。
 学

生
ニ

ー
ズ

の
多

か
っ

た
証

明
書

発
行

機
に

つ
い

て
導

入
作

業
を

行
い

、
令

和
元

年
度

か
ら

稼
働

す
る

こ
と

と
し

た
。

 古
く
な

っ
て

い
た

机
、

椅
子

の
入

れ
替

え
、

学
習

環
境

の
整

備
を

行
っ

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

学
生

ニ
ー

ズ
等

の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

学
内

施
設

利
用

状
況

を
踏

ま
え

た
自

習
環

境
の

整
備

を
行

っ
て

い
く
。

b

（
２

）
教

育
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

適
切

な
教

職
員

の
配

置
等

に
関

す
る

具
体

的
方

策

教
育

環
境

の
整

備
に

関
す

る
具

体
的

方
策
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
5

　
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を
は

じ
め

と
す

る
電

子
出

版
物

や
各

種
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

に
つ

い
て

、
利

用
者

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
な

が
ら

充
実

を
図

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

等
の

利
用

動
向

や
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
た

め
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

ト
ラ

イ
ア

ル
を

実
施

し
、

図
書

館
予

算
を

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
購

入
へ

重
点

的
に

配
分

し
た

。
 洋

雑
誌

の
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
電

子
ブ

ッ
ク

を
導

入
し

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

利
用

者
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

つ
つ

、
新

学
部

の
動

向
も

踏
ま

え
、

全
体

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

し
た

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
等

の
充

実
を

図
る

。

b

③
教

育
活

動
の

評
価

と
改

善
 

③

　
教

育
に

対
す

る
自

己
点

検
・
評

価
、

外
部

評
価

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

F
D

（
F
ac

u
lt
y 

D
e
ve

lo
pm

e
n
t）

活
動

な
ど

を
通

し
て

、
評

価
結

果
を

有
効

に
活

用
し

、
教

育
活

動
の

改
善

を
図

る
。

1
6

　
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

全
学

的
に

行
い

、
そ

の
結

果
を

各
教

員
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
か

つ
学

内
に

公
表

す
る

こ
と

で
、

教
育

内
容

や
教

育
方

法
の

改
善

を
図

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
の

内
容

に
つ

い
て

, 
授

業
内

容
お

よ
び

教
育

方
法

の
改

善
に

対
す

る
改

善
効

果
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

教
員

及
び

学
生

か
ら

の
意

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
見

直
し

を
行

い
、

質
問

項
目

を
精

査
し

た
。

ま
た

、
各

々
の

教
員

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
に

加
え

て
学

部
全

体
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

対
す

る
学

部
長

の
コ

メ
ン

ト
を

公
表

す
る

こ
と

と
し

、
公

表
し

た
事

を
学

生
に

m
an

ab
a 

fo
lio

で
周

知
し

た
。

 日
本

語
を

母
語

と
し

な
い

教
員

に
つ

い
て

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
つ

い
て

の
英

文
の

説
明

文
書

を
配

布
し

、
学

生
に

は
出

来
る

限
り

そ
の

教
員

の
母

語
ま

た
は

英
語

で
自

由
記

述
欄

を
記

述
す

る
よ

う
指

導
す

る
な

ど
、

外
国

人
語

学
講

師
が

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

活
用

し
や

す
い

よ
う

、
改

善
し

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
の

見
直

し
を

し
、

教
育

内
容

及
び

教
育

方
法

の
改

善
を

図
る

。

b

1
7

　
指

導
方

法
の

検
討

や
開

発
を

推
進

し
、

教
員

間
の

情
報

の
共

有
を

図
る

た
め

、
教

員
相

互
の

公
開

授
業

や
F
D

委
員

会
主

催
の

研
修

会
等

を
実

施
す

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 教
職

員
だ

け
で

な
く
、

教
職

に
関

心
の

あ
る

学
生

も
参

加
す

る
形

で
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
テ

ー
マ

と
す

る
研

修
会

を
実

施
し

た
。

 例
年

実
施

し
て

い
る

優
れ

た
教

員
を

表
彰

す
る

ベ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
賞

に
つ

い
て

、
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

内
容

を
精

査
し

、
紙

媒
体

だ
け

で
な

く
W

e
bに

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
も

実
施

す
る

な
ど

実
施

方
法

の
改

善
を

行
い

、
よ

り
多

く
の

学
生

の
声

を
反

映
し

た
。

ま
た

、
前

年
度

の
ベ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

賞
受

賞
教

員
に

よ
る

公
開

授
業

・
研

究
会

も
実

施
し

た
。

 本
学

の
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

情
把

握
の

た
め

の
学

内
ア

ン
ケ

ー
ト

に
基

づ
き

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

実
践

し
て

い
る

科
目

の
公

開
授

業
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

Ｆ
Ｄ

研
修

会
と

し
て

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

教
育

効
果

測
定

（
主

体
的

学
修

の
モ

デ
ル

化
）
」

を
研

究
し

て
い

る
講

師
を

招
聘

し
、

本
学

学
生

の
主

体
的

学
修

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
の

分
析

結
果

に
基

づ
く
講

演
を

行
っ

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

本
学

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

情
把

握
の

た
め

の
学

内
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
が

実
践

さ
れ

て
い

る
科

目
の

公
開

授
業

を
実

施
し

、
よ

り
効

果
的

な
指

導
法

の
実

践
を

目
指

す
。

ま
た

、
Ｆ

Ｄ
委

員
会

主
催

の
研

修
会

等
を

実
施

す
る

。

b

教
育

活
動

の
評

価
と

改
善

に
関

す
る

具
体

的
方

策
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

④
教

育
の

質
の

向
上

④

　
社

会
情

勢
に

対
応

し
た

質
の

高
い

教
育

を
提

供
す

る
た

め
、

国
の

大
学

教
育

改
革

に
関

す
る

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
に

取
り

組
む

。

1
8

　
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

国
の

大
学

教
育

改
革

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

へ
積

極
的

に
応

募
す

る
。

a
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
県

内
他

大
学

9
校

と
合

同
で

、
「
地

（
知

）
の

拠
点

大
学

に
よ

る
地

方
創

生
推

進
事

業
」

（
C

O
C

+
)に

応
募

し
、

採
択

さ
れ

た
。

C
O

C
+
の

「
国

際
交

流
」
事

業
の

協
力

を
得

て
、

サ
マ

ー
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

本
学

、
海

外
協

定
校

の
学

生
お

よ
び

国
内

他
大

学
の

留
学

生
が

参
加

し
た

。
学

生
が

地
方

の
文

化
に

触
れ

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

う
な

ど
、

本
学

学
生

と
留

学
生

の
異

文
化

交
流

に
取

り
組

み
、

本
学

の
教

育
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
努

め
た

。
　

ま
た

「
教

育
の

国
際

化
」
の

事
業

で
は

、
留

学
生

へ
の

体
系

的
な

日
本

語
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
整

備
と

学
修

支
援

体
制

の
強

化
を

図
っ

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 　

引
き

続
き

、
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

国
の

大
学

教
育

改
革

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

へ
積

極
的

に
応

募
す

る
。

b

（
４

）
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標

①
学

習
支

援
①

学
習

支
援

に
関

す
る

具
体

的
方

策

　
一

人
ひ

と
り

の
学

生
に

対
し

て
責

任
を

持
っ

て
学

習
指

導
・
支

援
す

る
た

め
個

別
相

談
指

導
体

制
を

充
実

す
る

。

1
9

　
学

生
が

大
学

教
育

に
適

応
で

き
る

よ
う

、
入

学
前

後
に

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

早
い

段
階

で
の

学
習

へ
の

動
機

付
け

を
高

め
る

。

b
b

b
b

b
b

b
b

b

教
育

の
質

の
向

上
に

関
す

る
具

体
的

方
策

1
9
-
2

1
9
-
1

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
教

務
委

員
会

と
学

生
部

委
員

会
が

連
携

し
、

入
学

後
ス

ム
ー

ズ
に

学
習

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
入

学
式

前
に

入
学

生
を

対
象

と
し

た
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

お
よ

び
学

科
別

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

。
入

学
前

体
験

学
習

と
し

て
例

年
行

う
英

語
学

習
へ

の
導

入
講

座
の

他
、

文
章

作
成

の
プ

ロ
セ

ス
を

体
験

す
る

講
座

や
社

会
調

査
法

に
つ

い
て

の
導

入
講

座
を

新
た

に
設

け
、

自
ら

の
考

え
を

深
め

、
自

身
の

見
解

や
結

論
を

示
す

力
を

身
に

つ
け

る
よ

う
動

機
付

け
を

行
い

、
学

習
意

欲
の

喚
起

を
図

っ
た

。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 学

生
部

委
員

会
と

連
携

し
、

入
学

前
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

、
早

い
段

階
で

の
学

習
へ

の
動

機
付

け
を

高
め

る
。

ま
た

、
新

入
生

が
大

学
教

育
に

適
応

で
き

る
よ

う
入

学
前

体
験

学
習

の
講

座
内

容
の

充
実

を
図

る
。

（
３

）
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

2
0

　
学

生
が

学
習

目
標

を
設

定
で

き
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス
を

示
し

、
各

授
業

科
目

の
位

置
づ

け
を

履
修

モ
デ

ル
等

に
よ

り
明

確
に

す
る

。
枝 番 1 、 2 と も b

b
b

b
b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 シ
ラ

バ
ス

や
G

P
A

等
に

つ
い

て
適

切
な

情
報

提
供

を
行

い
、

ま
た

履
修

の
手

引
き

の
改

定
を

行
う

な
ど

、
学

生
の

履
修

登
録

が
円

滑
に

進
め

ら
れ

る
よ

う
努

め
た

。
 各

学
科

お
よ

び
コ

ー
ス

毎
に

、
卒

業
後

の
進

路
状

況
を

考
慮

し
た

履
修

モ
デ

ル
の

整
備

を
行

い
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

詳
し

く
説

明
し

た
。

 教
務

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、
現

行
シ

ス
テ

ム
の

問
題

点
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
複

数
社

の
比

較
、

他
の

学
内

シ
ス

テ
ム

と
の

統
合

等
を

鑑
み

つ
つ

検
討

を
進

め
、

更
新

・
オ

ン
ラ

イ
ン

化
を

進
め

た
。

 シ
ラ

バ
ス

に
つ

い
て

、
教

務
シ

ス
テ

ム
内

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

の
た

め
整

備
を

開
始

し
た

。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 教

務
シ

ス
テ

ム
と

連
携

し
た

シ
ラ

バ
ス

シ
ス

テ
ム

の
運

用
に

向
け

、
シ

ス
テ

ム
修

正
等

を
行

う
。

b

2
1

　
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

制
度

を
活

用
し

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
等

に
よ

る
き

め
細

や
か

な
学

修
指

導
を

充
実

す
る

。
枝 番 1 、 2 と も b

b
b

b
b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
障

が
い

の
あ

る
学

生
へ

の
支

援
や

履
修

登
録

単
位

数
上

限
制

度
等

に
つ

い
て

、
多

様
な

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
き

め
細

や
か

な
履

修
指

導
が

出
来

る
よ

う
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

教
員

の
対

応
等

を
盛

り
込

ん
だ

履
修

指
導

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

を
作

成
し

た
。

教
員

は
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

を
設

定
し

、
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

参
考

に
学

生
相

談
を

行
っ

て
い

る
。

　
ま

た
、

年
度

当
初

に
学

科
会

議
等

で
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

教
員

と
し

て
の

役
割

に
つ

い
て

全
学

的
に

周
知

徹
底

を
図

っ
た

。
　

さ
ら

に
、

成
績

の
異

議
申

立
て

制
度

や
試

験
結

果
の

通
知

方
法

に
う

い
て

、
検

討
を

進
め

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

新
学

部
の

開
設

に
向

け
教

員
向

け
の

履
修

指
導

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
内

容
を

検
討

し
、

作
成

を
行

う
。

b
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

　
社

会
人

や
留

学
生

が
学

習
を

継
続

で
き

る
制

度
や

支
援

を
充

実
す

る
。

2
2

　
社

会
人

や
留

学
生

の
修

学
実

態
や

満
足

度
等

を
調

査
し

、
必

要
な

学
修

支
援

を
行

う
と

と
も

に
生

活
・

心
理

面
で

の
ケ

ア
に

も
配

慮
し

た
取

組
を

進
め

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 留
学

生
指

導
に

関
係

す
る

学
内

各
機

関
が

連
携

し
て

学
習

支
援

体
制

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

日
本

語
支

援
室

の
設

置
、

履
修

の
手

引
き

の
作

成
等

を
行

っ
た

。
ま

た
、

学
部

生
と

同
様

に
各

留
学

生
に

対
し

て
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
を

配
置

し
、

さ
ら

に
留

学
生

の
学

修
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

、
チ

ュ
ー

タ
ー

制
度

を
導

入
し

た
。

 「
地

（
知

）
の

拠
点

大
学

に
よ

る
地

方
創

生
推

進
事

業
」
（
C

O
C

+
)の

「
教

育
の

国
際

化
」
の

一
環

と
し

て
、

セ
ル

フ
・
ア

ク
セ

ス
・
セ

ン
タ

ー
に

日
本

語
教

育
用

教
材

を
加

え
、

留
学

生
の

語
学

学
習

を
支

援
し

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

留
学

生
の

語
学

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

日
本

語
科

目
お

よ
び

日
本

語
支

援
室

を
運

営
し

、
日

本
語

学
習

支
援

を
行

う
。

b

2
3

  
大

学
院

に
て

社
会

人
学

生
の

受
け

入
れ

体
制

を
整

備
し

、
社

会
人

が
働

き
な

が
ら

学
べ

る
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。

b
b

a
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 在
学

２
年

間
の

間
に

全
て

の
科

目
が

履
修

で
き

る
よ

う
、

６
限

（
1
8
：
2
0
～

）
、

７
限

（
2
0
：
0
0

～
）
ま

た
は

、
土

曜
日

開
講

と
し

、
ま

た
、

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
に

つ
い

て
も

毎
週

の
設

定
時

間
以

外
に

も
必

要
に

応
じ

た
相

談
等

を
行

う
な

ど
、

社
会

人
が

働
き

な
が

ら
学

び
や

す
い

環
境

の
整

備
に

努
め

つ
つ

、
そ

の
他

の
院

生
へ

の
時

間
割

配
慮

も
行

っ
た

。
 英

語
が

不
得

手
な

社
会

人
も

本
大

学
院

で
学

べ
る

よ
う

、
平

成
3
0
年

度
か

ら
研

究
基

礎
科

目
を

日
本

語
、

英
語

の
両

言
語

で
開

講
す

る
こ

と
と

し
た

。
 社

会
人

の
就

学
・
受

講
機

会
を

拡
充

す
る

こ
と

を
念

頭
に

授
業

編
成

の
見

直
し

を
図

っ
た

。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

大
学

院
に

お
け

る
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
に

取
り

組
む

。

b
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

　
学

生
が

目
的

を
持

っ
て

、
自

主
的

に
学

習
で

き
る

制
度

・
環

境
を

充
実

す
る

。

2
4

　
学

習
時

間
の

増
加

と
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

生
の

主
体

的
な

学
習

を
支

援
す

る
。

枝 番 1 、 2 と も b

枝 番 １ は b 、 枝 番 ２ は a

b
b

b
b

②
生

活
支

援
②

生
活

支
援

に
関

す
る

具
体

的
方

策

　
学

生
が

学
業

に
専

念
で

き
る

よ
う

経
済

的
支

援
を

行
う

。
2
5

　
各

種
奨

学
金

の
情

報
提

供
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

授
業

料
減

免
等

に
よ

り
経

済
的

支
援

を
継

続
す

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 学
内

掲
示

板
の

ほ
か

、
学

内
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

m
an

ab
a 

fo
lio

を
利

用
し

て
積

極
的

に
各

種
奨

学
金

に
関

す
る

情
報

の
提

供
を

行
っ

た
。

各
制

度
に

関
す

る
周

知
の

回
数

や
奨

学
金

説
明

会
の

日
程

を
増

や
し

た
結

果
、

説
明

会
へ

の
参

加
者

数
の

増
に

つ
な

が
っ

た
。

 授
業

料
減

免
の

審
査

を
よ

り
厳

格
に

行
う

た
め

、
申

請
者

に
新

た
に

住
民

票
の

提
出

を
求

め
る

な
ど

、
申

請
書

類
を

改
め

た
。

 平
成

３
０

年
度

に
は

、
奨

学
金

掲
示

板
を

学
生

が
よ

り
見

や
す

く
、

目
に

触
れ

や
す

い
位

置
に

す
る

た
め

、
出

入
口

脇
か

ら
講

義
室

前
に

移
動

し
、

情
報

提
供

の
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

国
で

検
討

さ
れ

て
い

る
新

た
な

授
業

料
減

免
制

度
に

適
切

に
対

応
す

る
。

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 平
成

2
8
年

度
に

新
た

に
策

定
さ

れ
た

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
と

科
目

毎
の

関
連

性
に

つ
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ラ
バ

ス
と

履
修

の
手

引
き

に
掲

載
す

る
こ

と
に

よ
り

、
科

目
毎

に
修

得
で

き
る

能
力

に
つ

い
て

可
視

化
し

た
。

 ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
な

る
教

員
全

体
で

制
度

の
理

解
及

び
制

度
の

円
滑

な
運

用
を

図
る

た
め

、
学

生
に

対
す

る
基

本
的

な
対

応
に

つ
い

て
ま

と
め

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

の
強

化
を

図
っ

た
。

 自
主

学
習

の
環

境
整

備
に

つ
い

て
検

討
し

、
休

日
の

施
設

開
放

日
の

増
や

利
用

時
間

の
延

長
を

実
施

し
た

。
 学

習
支

援
に

関
係

す
る

シ
ス

テ
ム

導
入

に
当

た
り

、
必

要
な

機
能

を
ま

と
め

、
複

数
社

の
機

能
比

較
を

行
う

な
ど

、
導

入
に

向
け

て
検

討
を

行
っ

た
。

 学
習

支
援

シ
ス

テ
ム

の
改

善
に

向
け

、
新

た
な

シ
ス

テ
ム

導
入

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
教

務
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
シ

ス
テ

ム
上

か
ら

の
成

績
評

価
及

び
定

期
試

験
内

容
の

通
知

方
法

に
つ

い
て

、
検

討
を

行
っ

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

学
生

の
学

習
を

支
援

す
る

た
め

、
教

務
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
成

績
評

価
お

よ
び

定
期

試
験

内
容

の
通

知
機

能
の

機
能

改
善

を
行

う
。
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

　
学

生
の

自
主

的
な

課
外

活
動

を
奨

励
・
支

援
す

る
。

2
6

　
学

生
生

活
の

実
態

や
、

学
生

の
要

望
の

把
握

に
努

め
、

サ
ー

ク
ル

活
動

や
自

主
企

画
等

に
対

し
的

確
な

支
援

を
実

施
す

る
。

b
a

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
学

生
の

生
活

実
態

を
正

確
に

把
握

す
る

た
め

、
実

態
調

査
の

実
施

時
期

を
よ

り
調

査
に

相
応

し
い

時
期

（
1
2
月

）
に

変
更

し
た

。
ま

た
、

　
税

に
関

す
る

啓
発

を
行

う
た

め
、

１
年

生
の

後
期

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

中
で

、
税

務
署

に
よ

る
租

税
教

室
を

開
催

し
た

。
　

そ
の

他
、

学
生

の
要

望
を

受
け

、
下

記
の

事
業

・
取

組
を

行
っ

た
。

　
　

　
・
サ

ー
ク

ル
用

具
用

倉
庫

の
提

供
　

　
　

・
体

育
館

の
防

球
ネ

ッ
ト

設
置

　
　

　
・
休

日
施

設
開

放
　

　
　

・
和

室
の

修
繕

　
　

　
・
並

木
道

へ
の

人
感

セ
ン

サ
ー

照
明

設
置

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 学

生
の

要
望

の
把

握
に

努
め

、
必

要
な

支
援

に
つ

い
て

検
討

・
実

施
す

る
。

ま
た

、
関

係
各

所
と

協
力

し
、

サ
ー

ク
ル

活
動

や
学

生
自

主
企

画
の

支
援

を
行

う
。

b

2
7

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
、

競
技

会
参

加
等

の
学

生
の

自
主

的
な

課
外

活
動

を
奨

励
し

、
活

動
の

活
性

化
に

寄
与

し
た

者
を

表
彰

す
る

な
ど

の
支

援
体

制
を

充
実

す
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
学

生
に

対
し

、
学

内
掲

示
板

お
よ

び
m

an
ab

a 
fo

lio
を

利
用

し
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
募

集
情

報
を

積
極

的
に

紹
介

し
、

学
生

の
活

動
が

よ
り

活
性

化
す

る
よ

う
支

援
し

た
。

　
ま

た
、

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
地

域
活

動
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
し

お
り

」
を

作
成

し
、

そ
の

中
で

保
険

の
届

出
に

つ
い

て
明

記
す

る
こ

と
で

、
安

心
安

全
に

学
生

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

参
加

で
き

る
よ

う
、

さ
ら

に
支

援
体

制
を

充
実

さ
せ

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

よ
り

多
く
の

学
生

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

積
極

的
に

参
加

で
き

る
よ

う
、

情
報

提
供

の
仕

方
な

ど
、

こ
れ

ま
で

構
築

し
た

支
援

体
制

の
定

着
を

図
る

。

b
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

　
学

生
の

心
身

の
健

康
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
健

康
相

談
や

情
報

提
供

等
の

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
。

2
8

　
定

期
健

康
診

断
の

受
診

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

健
康

相
談

や
健

康
に

関
す

る
情

報
提

供
等

、
学

生
の

心
身

の
健

康
管

理
に

関
す

る
支

援
を

充
実

す
る

。

b
a

b
b

b
b

＜
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

相
談

件
数

と
主

な
相

談
内

容
に

つ
い

て
＞

　
年

間
の

延
べ

相
談

件
数

は
、

以
下

の
通

り
H

2
7
：
6
0
件

H
2
8
：
1
8
8
件

H
2
9
：
2
2
1
件

H
3
0
：
2
3
5
件

　
主

な
相

談
内

容
は

、
対

人
関

係
の

ス
ト

レ
ス

、
大

学
生

活
へ

の
不

適
応

、
就

職
活

動
の

不
安

、
焦

り
等

で
あ

る
。

③
就

職
・
進

学
等

支
援

③

　
就

職
や

進
学

を
希

望
す

る
学

生
に

対
し

、
進

路
の

決
定

に
向

け
た

事
前

相
談

や
県

な
ど

と
連

携
し

た
企

業
情

報
提

供
等

、
学

生
の

進
路

選
択

に
資

す
る

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

卒
業

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

充
実

し
、

大
学

と
の

相
互

協
力

を
推

進
す

る
。

2
9

　
学

生
の

就
職

意
欲

、
職

業
観

の
醸

成
を

図
る

た
め

、
低

学
年

か
ら

キ
ャ

リ
ア

教
育

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

導
入

し
、

免
許

・
資

格
取

得
に

関
す

る
助

言
・
支

援
体

制
を

充
実

す
る

。

b
a

a
b

b
b

＜
起

業
支

援
、

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

講
座

等
の

取
組

に
つ

い
て

＞ 　
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
で

は
、

起
業

の
動

機
付

け
や

職
業

観
の

醸
成

を
図

る
た

め
、

新
潟

県
内

の
企

業
か

ら
構

成
さ

れ
る

『
新

潟
県

立
大

学
後

援
会

』
の

支
援

を
得

て
、

株
式

会
社

ス
ノ

ー
ピ

ー
ク

や
ナ

ミ
ッ

ク
ス

株
式

会
社

等
県

内
で

活
躍

す
る

企
業

経
営

者
を

講
師

に
迎

え
た

「
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ー
ダ

ー
ズ

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開
催

し
て

い
る

。

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

へ
の

参
加

が
活

性
化

す
る

よ
う

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
実

施
要

領
を

制
定

し
、

募
集

情
報

を
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

、
多

数
の

学
生

が
参

加
し

た
。

　
公

務
員

試
験

対
策

ガ
イ

ダ
ン

ス
や

各
種

対
策

講
座

等
を

実
施

し
、

延
べ

約
５

，
０

０
０

名
の

学
生

が
参

加
し

た
。

　
キ

ャ
リ

ア
教

育
お

よ
び

低
学

年
次

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
の

充
実

を
図

る
た

め
、

下
記

の
取

組
を

行
っ

た
。

　
　

・
キ

ャ
リ

ア
ガ

イ
ダ

ン
ス

「
大

学
生

活
の

過
ご

し
方

」
（
１

年
生

向
け

）
　

　
・
キ

ャ
リ

ア
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
１

、
２

年
生

向
け

）
　

　
・
県

内
企

業
経

営
者

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ー
ダ

ー
ズ

セ
ミ

ナ
ー

　
　

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
マ

ッ
チ

ン
グ

フ
ェ

ア
（
「
C

O
C

+
」
の

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
改

革
」
事

業
）

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

平
成

3
0
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

取
り

組
み

を
継

続
し

て
行

う
。

 　
　

・
キ

ャ
リ

ア
ガ

イ
ダ

ン
ス

「
大

学
生

活
の

過
ご

し
方

」
（
１

年
生

向
け

）
  

  
 ・

2
年

生
の

た
め

の
進

路
ガ

イ
ダ

ン
ス

  
  

 ・
県

内
企

業
経

営
者

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ー
ダ

ー
ズ

セ
ミ

ナ
ー

  
  

 ・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
マ

ッ
チ

ン
グ

フ
ェ

ア
（
「
C

O
C

+
」
の

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
改

革
」
事

業
）

  
更

に
低

学
年

向
け

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

充
実

さ
せ

る
よ

う
取

り
組

む
。

就
職

・
進

学
等

支
援

に
関

す
る

具
体

的
方

策

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 ４
月

の
定

期
健

康
診

断
未

受
診

者
に

つ
い

て
は

、
別

途
予

備
日

を
設

け
て

受
診

案
内

を
行

い
、

受
診

の
徹

底
に

努
め

た
。

ま
た

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

相
談

室
を

通
じ

た
学

生
へ

の
支

援
体

制
を

強
化

す
る

た
め

、
平

成
2
7
年

度
よ

り
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

１
名

増
員

す
る

と
と

も
に

、
保

健
室

か
ら

動
線

の
良

い
場

所
へ

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
相

談
室

を
改

修
移

設
し

、
メ

ン
タ

ル
面

の
問

題
を

抱
え

る
学

生
の

居
場

所
と

し
て

学
生

休
養

室
も

新
た

に
設

置
し

た
。

加
え

て
、

女
子

学
生

が
安

心
し

て
休

養
で

き
る

よ
う

、
保

健
室

内
の

独
立

し
た

区
画

に
ベ

ッ
ド

２
床

を
整

備
し

た
。

 多
様

な
問

題
を

抱
え

た
学

生
に

対
す

る
支

援
に

つ
い

て
重

点
的

に
整

備
し

、
個

別
の

支
援

チ
ー

ム
の

運
用

を
開

始
し

た
。

 「
障

害
者

差
別

解
消

法
」
を

踏
ま

え
、

「
配

慮
願

」
の

形
式

等
を

整
え

た
。

ま
た

、
配

慮
が

必
要

な
学

生
を

把
握

す
べ

く
、

入
学

時
の

提
出

書
類

で
あ

る
「
学

生
現

況
届

」
に

配
慮

事
項

を
記

入
す

る
欄

を
設

け
た

。
 平

成
3
0
年

度
に

は
相

談
室

の
名

称
を

変
更

し
、

隔
週

開
室

か
ら

原
則

毎
週

開
室

と
し

た
こ

と
に

よ
り

、
気

軽
に

来
室

す
る

学
生

が
増

え
、

相
談

室
の

利
用

者
数

が
増

加
し

た
。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

保
健

室
連

携
し

て
定

期
健

康
診

断
の

受
診

の
徹

底
に

努
め

る
。
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

 １
　

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
0

　
学

生
の

就
職

や
進

学
に

関
す

る
相

談
や

情
報

提
供

を
的

確
に

行
う

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

 就
職

活
動

時
期

の
変

更
に

対
応

す
る

た
め

、
就

職
対

策
講

座
開

催
時

期
及

び
内

容
を

修
正

し
、

学
生

の
意

識
付

け
を

早
期

に
行

っ
た

。
ま

た
、

就
職

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

実
施

時
期

や
、

各
学

科
独

自
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
内

容
を

踏
ま

え
、

対
策

講
座

を
行

っ
た

。
 学

生
に

就
職

・
進

学
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、
学

生
か

ら
の

相
談

に
的

確
に

対
応

し
た

。

【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 平

成
3
0
年

度
ま

で
の

取
り

組
み

を
継

続
す

る
。

ま
た

、
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
内

容
や

ガ
イ

ダ
ン

ス
実

施
時

期
に

つ
い

て
変

更
が

あ
っ

た
場

合
に

も
対

応
す

る
。

さ
ら

に
学

生
対

応
に

つ
い

て
、

事
務

局
他

部
署

や
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
と

も
連

携
を

取
り

、
個

々
の

状
況

に
合

わ
せ

た
指

導
に

努
め

る
。

b

3
1

　
学

生
の

就
職

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

卒
業

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
求

人
情

報
の

収
集

や
学

生
へ

の
進

路
講

演
会

等
を

実
施

す
る

。

a
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
学

生
の

仕
事

観
を

醸
成

す
る

た
め

、
卒

業
生

を
講

師
と

す
る

３
年

生
向

け
就

職
対

策
講

座
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

来
学

し
た

企
業

か
ら

得
た

情
報

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

と
と

も
に

、
県

内
企

業
を

訪
問

し
次

年
度

の
採

用
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

収
集

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
新

た
な

取
組

と
し

て
、

卒
業

生
連

絡
先

変
更

登
録

シ
ス

テ
ム

を
構

築
・
運

用
開

始
し

た
。

　 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
講

師
を

卒
業

生
か

ら
担

当
し

て
も

ら
い

、
企

業
と

の
関

係
を

よ
り

強
固

な
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

多
く
の

採
用

担
当

者
と

接
触

し
、

企
業

の
動

向
や

採
用

人
数

、
求

め
て

い
る

人
物

像
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
こ

と
で

学
生

の
就

職
活

動
の

支
援

に
役

立
て

る
。

b
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

２
　

研
究

に
関

す
る

目
標

 ２
　

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

（
１

）
研

究
水

準
及

び
成

果
等

に
関

す
る

目
標

　
地

域
社

会
の

課
題

解
決

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

地
域

の
知

の
拠

点
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。

3
2

　
新

潟
県

が
抱

え
る

国
際

化
と

地
域

、
少

子
高

齢
化

、
子

育
て

支
援

、
健

康
づ

く
り

、
生

活
環

境
な

ど
の

課
題

を
研

究
テ

ー
マ

と
し

て
取

り
組

み
、

研
究

成
果

を
論

文
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
で

発
表

す
る

。
b

b
a

a
a

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
取

組
を

検
討

す
る

た
め

、
新

潟
県

が
主

催
す

る
「
市

町
村

と
県

内
大

学
等

と
の

連
携

に
係

る
意

見
交

換
会

」
に

参
加

し
た

。
ま

た
、

本
学

子
ど

も
学

科
の

学
生

及
び

教
員

が
新

潟
県

津
南

町
に

赴
き

、
地

元
の

支
援

セ
ン

タ
ー

や
保

育
園

と
連

携
す

る
な

ど
、

地
域

が
抱

え
る

課
題

に
取

り
組

ん
だ

。
　

あ
わ

せ
て

、
　

新
潟

県
が

抱
え

る
諸

課
題

を
テ

ー
マ

と
す

る
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
を

多
数

開
催

し
た

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

県
内

の
自

治
体

や
企

業
等

と
の

連
携

の
下

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
通

し
て

地
域

課
題

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

に
継

続
し

て
取

り
組

む
。

a

　
社

会
や

時
代

の
要

請
に

対
応

し
た

最
先

端
の

研
究

に
取

り
組

み
、

国
際

水
準

の
研

究
成

果
を

創
出

す
る

。

3
3

　
国

内
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

や
研

修
等

を
通

じ
て

研
究

水
準

を
向

上
さ

せ
、

国
際

的
水

準
に

あ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

に
取

り
組

む
。

b
b

a
a

a
a

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

（
１

）
研

究
水

準
及

び
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

業
務

実
績

・
取

組
予

定

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
国

内
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
連

携
し

、
下

記
の

取
組

を
行

っ
た

。
ま

た
、

平
成

２
９

年
度

か
ら

は
研

究
成

果
を

取
り

ま
と

め
た

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

ペ
ー

パ
ー

を
、

新
規

の
取

組
と

し
て

国
際

産
業

経
済

研
究

セ
ン

タ
ー

か
ら

発
行

し
た

。

平
成

２
７

年
度

：
・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
若

者
か

ら
見

た
A

S
E
A

N
と

日
本

の
将

来
」

平
成

２
８

年
度

：
・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

セ
ミ

ナ
ー

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

と
英

語
に

よ
る

教
育

：
日

本
海

側
の

視
点

か
ら

」
平

成
２

９
年

度
：

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
H

o
w

 P
e
ac

e
fu

l 
is

 t
h
e
 R

is
e
 o

f 
C

h
in

a?
 T

h
e
 U

se
 o

f 
th

e
 O

n
e
 B

e
lt
 O

n
e

R
o
ad

 P
ro

je
c
t」

香
港

B
ap

ti
st

大
学

、
香

港
教

育
大

学
等

（
1
1
月

1
7
日

）
・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
今

日
の

国
際

情
勢

」
豪

日
交

流
基

金
、

豪
国

大
使

館
、

ｵ
ｰ

ｽ
ﾄﾗ

ﾘ
ｱ

国
立

大
学

（
1
2

月
1
4
日

）
・
U

N
P

横
浜

国
際

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
「
C

o
n
te

m
p
o
ra

ry
 I
ss

u
e
s 

o
f 

In
te

rn
at

io
n
al

 T
ra

d
e
（
国

際
貿

易
の

現
代

的
課

題
）
」
国

内
外

各
大

学
（
1
2
月

2
3
日

）
・
U

N
P

新
潟

国
際

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
「
C

u
rr

e
n
t 

Is
su

e
s 

in
 I
n
te

rn
at

io
n
al

 E
c
o
n
o
m

ic
s」

　
タ

イ
財

務
省

、
国

家
開

発
庁

、
J
E
T
R

O
-
S
in

ga
p
o
re

、
国

内
外

各
大

学
（
2
月

2
8
日

）
平

成
３

０
年

度
：

・
横

浜
市

立
大

学
と

協
定

を
締

結
し

、
互

い
に

短
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

相
手

方
の

学
生

数
名

を
受

け
入

れ
、

交
流

を
開

始
。

・
国

内
・
海

外
（
中

国
、

韓
国

、
モ

ン
ゴ

ル
）
の

経
済

学
者

の
参

加
に

よ
る

U
N

P
国

際
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

『
グ

ロ
ー

バ
ル

経
済

下
の

国
際

貿
易

と
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

』
を

開
催

し
、

参
加

者
を

母
体

メ
ン

バ
ー

と
す

る
国

際
研

究
組

織
"
N

o
rt

h
e
as

t 
A

si
an

 A
ss

o
c
ia

ti
o
n
 o

f 
In

te
rn

at
io

n
al

 E
c
o
n
o
m

ic
s 

(略
称

「
N

A
IE

」
)”

 の
設

立
が

決
定

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

さ
ら

な
る

研
究

水
準

の
向

上
を

目
指

し
、

継
続

し
て

共
同

研
究

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
に

取
り

組
む

。

評
価

区
分
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

２
　

研
究

に
関

す
る

目
標

 ２
　

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

　
新

潟
な

ら
で

は
の

特
色

あ
る

学
術

研
究

を
推

進
し

、
世

界
へ

発
信

す
る

。

3
4

　
大

学
の

発
信

力
を

高
め

る
た

め
、

新
潟

な
ら

で
は

の
特

色
あ

る
学

術
研

究
を

推
進

す
る

。

b
b

b
b

b
b

　
研

究
成

果
の

客
観

的
な

評
価

シ
ス

テ
ム

を
充

実
し

、
研

究
水

準
や

成
果

の
検

証
を

行
う

。

3
5

　
研

究
成

果
を

公
正

・
的

確
に

評
価

す
る

よ
う

、
適

切
に

教
員

評
価

シ
ス

テ
ム

を
運

用
す

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
平

成
2
7
年

度
に

は
平

成
2
6
年

度
実

績
に

つ
い

て
の

教
員

評
価

を
試

行
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

前
年

度
に

実
施

し
た

平
成

2
5
年

度
実

績
に

つ
い

て
の

評
価

も
踏

ま
え

た
２

ヵ
年

分
の

実
績

に
基

づ
く
課

題
等

を
踏

ま
え

、
平

成
2
7
年

度
実

績
評

価
か

ら
の

本
格

実
施

に
向

け
た

運
用

方
法

等
を

確
定

・
整

備
し

た
。

　
平

成
2
8
年

度
か

ら
は

教
員

評
価

シ
ス

テ
ム

を
本

格
実

施
し

、
教

育
・
研

究
・
社

会
活

動
等

に
つ

い
て

各
教

員
の

成
果

を
評

価
し

、
教

員
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

っ
た

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
教

員
評

価
シ

ス
テ

ム
の

運
用

上
の

課
題

を
整

理
し

、
教

員
の

教
育

、
研

究
や

社
会

活
動

の
成

果
を

公
正

に
評

価
す

る
。

b

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

年
度

評
価

業
務

実
績

・
取

組
予

定

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価

評
価

区
分

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
新

潟
水

俣
病

が
公

式
確

認
5
0
年

を
迎

え
た

こ
と

な
ど

か
ら

、
平

成
２

７
年

度
よ

り
「
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
」
の

科
目

を
開

講
し

た
。

９
月

に
熊

本
県

水
俣

市
、

２
月

に
ベ

ト
ナ

ム
を

訪
問

し
、

本
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
学

ん
だ

内
容

を
大

学
祭

（
連

花
祭

）
で

展
示

し
た

。
　

本
学

の
特

色
あ

る
研

究
を

支
援

す
る

た
め

、
に

い
が

た
産

業
創

造
機

構
等

と
連

携
し

、
食

品
開

発
等

を
行

っ
た

り
、

教
員

の
外

部
資

金
獲

得
の

た
め

の
申

請
作

業
等

を
サ

ポ
ー

ト
し

た
。

ま
た

、
本

学
の

発
信

力
を

高
め

る
よ

う
、

新
潟

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
特

色
あ

る
研

究
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

た
。

・
新

潟
市

中
央

区
天

明
町

の
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
子

ど
も

食
堂

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
（
新

潟
市

等
と

連
携

）
・
新

潟
市

減
塩

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
ち

ょ
い

し
お

」
へ

の
協

力
・
雪

室
貯

蔵
の

研
究

の
活

用
（
福

井
県

大
野

市
の

道
の

駅
で

の
活

用
）

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

本
学

教
員

が
専

門
的

知
見

を
活

か
し

て
行

う
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
取

り
組

み
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
学

生
が

参
加

す
る

地
域

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

に
つ

い
て

支
援

し
、

情
報

発
信

に
努

め
る

。
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

２
　

研
究

に
関

す
る

目
標

 ２
　

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

　
研

究
分

野
や

予
算

配
分

の
重

点
化

を
図

る
な

ど
、

目
指

す
べ

き
研

究
成

果
が

達
成

さ
れ

る
よ

う
研

究
実

施
体

制
を

充
実

・
強

化
す

る
。

3
6

　
研

究
実

施
体

制
の

充
実

・
強

化
を

図
る

た
め

、
予

算
配

分
の

重
点

化
等

を
推

進
す

る
。

b
b

a
a

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
科

研
費

申
請

者
及

び
採

択
者

へ
の

本
学

独
自

の
教

育
研

究
費

の
追

加
配

分
、

教
員

評
価

に
お

け
る

最
高

評
価

の
教

員
に

対
す

る
個

人
研

究
費

の
追

加
補

助
等

を
行

っ
た

。
平

成
２

９
年

度
か

ら
は

大
学

高
度

化
推

進
事

業
を

新
設

し
、

大
学

の
研

究
実

施
体

制
を

強
化

す
る

た
め

、
他

大
学

の
先

進
的

な
取

組
の

導
入

の
検

討
、

科
研

費
採

択
に

向
け

た
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
海

外
の

優
れ

た
大

学
と

の
共

同
研

究
事

業
の

実
施

等
、

予
算

の
重

点
配

分
を

行
い

、
研

究
活

動
の

高
度

化
を

図
っ

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

科
研

費
の

採
択

者
や

教
員

評
価

に
お

け
る

最
高

評
価

を
受

け
た

教
員

に
対

す
る

研
究

費
の

追
加

支
給

等
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

向
上

策
を

継
続

し
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
優

れ
た

教
育

研
究

事
業

が
学

内
の

競
争

を
通

じ
て

採
択

さ
れ

る
大

学
高

度
化

推
進

事
業

を
今

後
も

継
続

し
て

い
く

a

　
最

近
２

年
間

の
実

績
は

ａ
評

価
で

あ
り

、
今

後
の

取
組

予
定

で
も

研
究

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

た
め

、
ａ
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

　
研

究
成

果
を

全
学

的
に

集
積

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

て
社

会
に

還
元

す
る

シ
ス

テ
ム

を
充

実
・
強

化
す

る
。

3
7

　
資

料
・
情

報
を

収
集

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
す

る
な

ど
し

て
教

育
・
研

究
の

充
実

を
推

進
し

、
ま

た
、

そ
の

結
果

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
じ

社
会

に
提

供
す

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
シ

ラ
バ

ス
に

掲
載

さ
れ

た
参

考
図

書
を

網
羅

的
に

収
集

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

教
育

環
境

整
備

に
努

め
た

。
ま

た
、

新
潟

県
内

の
大

学
間

で
研

究
成

果
等

を
共

有
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
で

あ
る

新
潟

県
地

域
共

同
リ

ポ
ジ

ト
リ

へ
の

登
録

を
進

め
、

研
究

成
果

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

の
促

進
を

図
っ

た
。

・
平

成
3
0
年

度
に

は
図

書
館

シ
ス

テ
ム

の
更

新
を

行
う

と
と

も
に

、
検

索
機

器
の

入
れ

替
え

を
行

っ
た

。
併

せ
て

新
た

に
大

学
独

自
の

リ
ポ

ジ
ト

リ
を

構
築

し
運

用
を

開
始

し
た

。
 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
多

様
な

資
料

の
収

集
、

整
理

を
図

り
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
等

の
作

業
の

促
進

に
努

め
る

。

b

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

第
２

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

３
　

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

３
H

2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

（
１

）
教

育
研

究
な

ど
に

お
け

る
地

域
や

社
会

と
の

連
携

・
協

力
に

関
す

る
目

標

　
地

域
の

課
題

に
即

し
た

研
究

や
共

同
事

業
等

に
取

り
組

み
、

そ
の

成
果

を
積

極
的

に
地

域
社

会
へ

還
元

す
る

。

3
8

　
国

や
地

方
公

共
団

体
の

要
請

に
応

じ
て

審
議

会
・
委

員
会

等
へ

教
員

を
参

画
さ

せ
、

政
策

提
言

を
行

う
。

a
a

b
a

a

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
国

や
自

治
体

等
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

各
種

審
議

会
・
委

員
会

へ
積

極
的

に
参

画
す

る
と

と
も

に
、

地
域

の
各

種
団

体
の

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

な
ど

に
就

任
し

、
専

門
性

を
社

会
に

還
元

し
た

。
  

  
・
平

成
2
7
年

度
　

1
0
5
件

  
  

・
平

成
2
8
年

度
　

1
1
5
件

  
  

・
平

成
2
9
年

度
　

  
8
7
件

  
  

・
平

成
3
0
年

度
　

  
7
7
件

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 国

や
自

治
体

、
地

域
の

各
種

団
体

等
か

ら
の

依
頼

に
応

じ
て

、
各

種
審

議
会

・
委

員
会

等
へ

積
極

的
に

参
画

し
、

継
続

し
て

各
教

員
の

専
門

性
を

社
会

へ
還

元
す

る
。

a

＜
地

域
活

性
化

研
究

機
構

の
活

動
に

つ
い

て
＞

　
平

成
3
0
年

度
か

ら
開

始
し

た
地

域
活

性
化

研
究

機
構

事
業

に
よ

り
、

中
国

の
視

察
・
報

告
会

を
実

施
し

、
地

域
社

会
と

連
携

し
た

研
究

を
行

う
基

盤
の

構
築

を
進

め
た

。
ま

た
、

県
内

社
会

人
を

対
象

と
し

た
リ

カ
レ

ン
ト

講
座

も
開

催
し

た
。

今
後

も
引

き
続

き
リ

カ
レ

ン
ト

講
座

等
を

開
催

し
、

地
域

へ
の

知
の

還
元

に
努

め
る

。

　
地

域
に

開
か

れ
た

大
学

と
し

て
、

大
学

が
有

す
る

知
的

・
物

的
財

産
を

地
域

に
積

極
的

に
開

放
す

る
と

と
も

に
、

学
生

の
地

域
活

動
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

な
ど

学
生

が
地

域
と

つ
な

が
り

、
理

解
を

深
め

る
よ

う
努

め
る

。

3
9

　
高

校
生

の
学

習
意

欲
の

喚
起

や
進

路
選

択
に

資
す

る
た

め
、

高
大

連
携

講
座

を
は

じ
め

と
す

る
、

県
内

の
高

等
学

校
等

と
の

連
携

事
業

を
実

施
す

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
新

潟
県

教
育

庁
主

催
の

「
知

の
創

造
セ

ミ
ナ

ー
」
を

本
学

教
員

の
指

導
で

開
催

し
た

。
さ

ら
に

、
本

学
独

自
の

高
校

教
諭

対
象

説
明

会
を

本
学

及
び

県
外

で
も

行
い

、
高

校
教

諭
に

対
し

て
本

学
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

機
会

を
設

け
た

。
ま

た
、

高
等

学
校

か
ら

の
依

頼
に

よ
る

出
張

講
義

や
本

学
見

学
会

を
実

施
し

た
他

、
中

学
校

や
高

校
の

P
T
A

等
の

大
学

見
学

会
も

多
数

受
け

入
れ

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 「

知
の

創
造

セ
ミ

ナ
ー

」
に

代
わ

る
「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
で

県
内

の
高

校
生

を
受

け
入

れ
、

大
学

で
の

学
び

に
つ

い
て

イ
メ

ー
ジ

す
る

機
会

を
提

供
し

て
い

く
。

ま
た

、
国

際
経

済
学

部
（
仮

称
）
の

開
設

に
あ

た
り

、
県

内
各

地
で

説
明

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

県
内

高
等

学
校

を
訪

問
し

、
教

育
内

容
の

周
知

に
努

め
る

。

b

　
新

設
予

定
の

国
際

経
済

学
部

に
関

し
、

県
内

各
地

で
の

説
明

会
、

県
内

高
校

へ
の

訪
問

説
明

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

よ
る

高
校

生
の

受
入

れ
等

の
様

々
な

機
会

を
捉

え
、

効
果

的
な

Ｐ
Ｒ

を
期

待
す

る
。

4
0

  
地

域
の

課
題

解
決

及
び

学
生

の
視

野
拡

大
を

図
る

た
め

、
教

員
と

学
生

が
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

分
野

等
を

活
か

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
に

参
画

す
る

。

b
b

b
a

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
地

域
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
依

頼
に

つ
い

て
、

地
方

自
治

体
や

企
業

と
の

連
携

を
図

り
、

m
an

ab
a 

fo
lio

や
学

内
掲

示
板

に
て

周
知

し
、

多
く
の

学
生

の
参

加
を

促
し

た
。

ま
た

、
地

域
活

動
掲

示
板

（
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
掲

示
板

）
の

新
設

や
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

掲
示

板
の

増
設

、
「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
地

域
活

動
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
し

お
り

」
の

作
成

な
ど

、
支

援
体

制
の

充
実

を
図

っ
た

。
　

国
際

地
域

学
部

で
は

地
域

の
子

ど
も

た
ち

の
学

習
支

援
に

積
極

的
に

参
加

し
、

人
間

生
活

学
部

に
お

い
て

は
新

潟
青

陵
大

学
の

学
生

と
共

同
で

子
ど

も
食

堂
を

企
画

・
実

施
す

る
な

ど
地

域
に

貢
献

し
た

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

教
員

・
学

生
の

地
域

活
動

を
促

す
効

果
的

な
方

策
に

つ
い

て
検

討
し

実
施

す
る

。

b

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

（
１

）
教

育
研

究
等

に
お

け
る

地
域

や
社

会
と

の
連

携
・
協

力
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

年
度

評
価

業
務

実
績

・
取

組
予

定
評

価
区

分

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
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教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

３
　

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

３
H

2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

　
県

民
の

生
涯

学
習

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

、
多

様
な

学
習

機
会

を
提

供
す

る
。

4
1

　
県

民
の

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
、

公
開

講
座

等
の

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

。

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価

業
務

実
績

・
取

組
予

定

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

s

年
度

評
価

s
s

a

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

s

　
高

齢
化

が
進

行
す

る
地

域
社

会
に

お
い

て
、

県
民

へ
の

生
涯

学
習

の
機

会
を

提
供

す
る

公
立

大
学

の
役

割
は

重
要

で
あ

り
、

過
去

か
ら

の
取

組
や

今
後

の
一

層
の

取
組

強
化

は
、

大
い

に
評

価
で

き
る

。
関

連
す

る
指

標
評

価
も

継
続

的
に

ｓ
評

価
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
ｓ
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
県

民
の

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
国

際
情

勢
講

演
会

、
公

開
講

座
等

を
多

数
開

催
し

た
。

平
成

2
7
年

度
：

  
  

・
公

開
講

座
「
分

か
ち

合
お

う
！

新
潟

の
魅

力
」
全

２
回

 計
7
5
名

  
  

・
大

学
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
東

ア
ジ

ア
国

際
関

係
を

ど
う

読
み

解
く
か

」
 1

6
6
名

  
  

・
国

際
情

勢
講

演
会

 ３
回

　
計

3
9
8
名

平
成

2
8
年

度
：

  
  

・
公

開
講

座
「
新

し
い

つ
な

が
り

の
か

た
ち

を
求

め
て

」
全

２
回

 計
1
7
5
名

  
  

・
国

際
情

勢
講

演
会

　
３

回
 計

4
7
7
名

  
  

・
大

学
主

催
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
激

動
す

る
世

界
と

「
地

元
の

活
性

化
」

  
  

  
―

 人
材

育
成

の
立

場
か

ら
」
　

1
1
8
名

平
成

2
9
年

度
：

  
  

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
　

「
新

潟
県

立
大

学
公

開
講

座
シ

リ
ー

ズ
：

  
  

 グ
ロ

ー
バ

ル
経

済
と

新
潟

の
産

業
：
新

た
な

役
割

と
機

会
」
 2

9
1
名

  
  

・
国

際
情

勢
講

演
会

　
「
日

本
の

経
済

外
交

の
現

状
と

課
題

」
　

2
1
5
名

  
  

・
公

開
講

座
　

　
　

　
第

１
回

　
「
災

害
復

興
と

地
域

づ
く
り

～
大

震
災

か
ら

の
経

験
と

教
訓

～
」
 2

3
名

　
　

　
　

第
２

回
　

「
家

族
を

守
る

。
～

我
が

家
で

で
き

る
災

害
の

備
え

～
」
 1

1
0
名

  
  

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

講
座

　
「
中

国
の

政
治

と
経

済
」
　

全
３

回
 計

6
1
名

平
成

3
0
年

度
：

  
  

・
公

開
講

座
「
雪

を
活

か
し

て
新

潟
を

も
っ

と
お

い
し

く
、

も
っ

と
元

気
に

」
　

5
8
名

  
  

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
　

「
グ

ロ
ー

バ
ル

市
場

で
活

躍
し

地
域

経
済

に
貢

献
す

る
中

小
企

業
」

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 　
2
0
9
名

  
  

・
国

際
情

勢
講

演
会

　
「
朝

鮮
半

島
情

勢
の

現
状

と
展

望
：
日

本
へ

の
影

響
、

  
  

  
日

本
の

役
割

」
　

1
3
5
名

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

引
き

続
き

県
民

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
公

開
講

座
等

の
開

催
に

努
め

る
。

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

評
価

区
分 a

40



教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

３
　

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

３
H

2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

（
２

）
産

学
官

連
携

の
推

進
に

関
す

る
目

標 　
産

学
官

連
携

を
大

学
が

果
た

す
社

会
的

使
命

の
一

つ
と

し
て

捉
え

、
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

「
新

潟
県

に
お

け
る

シ
ン

ク
タ

ン
ク

」
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
。

　
ま

た
、

地
域

の
企

業
が

グ
ロ

ー
バ

ル
化

な
ど

の
課

題
に

対
応

す
る

こ
と

を
支

援
す

る
。

4
2

　
地

方
自

治
体

や
企

業
等

の
研

究
者

同
士

の
交

流
を

図
っ

て
、

社
会

的
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

、
研

究
情

報
の

交
換

や
共

同
研

究
を

促
進

す
る

。

b
b

a
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
地

方
自

治
体

や
企

業
、

他
大

学
等

と
の

連
携

を
図

り
つ

つ
地

域
住

民
と

の
連

携
活

動
を

容
易

に
進

め
ら

れ
る

よ
う

、
平

成
２

７
年

度
に

「
新

潟
市

と
新

潟
都

市
圏

大
学

と
の

包
括

連
携

協
定

」
を

締
結

し
た

。
ま

た
、

新
潟

県
主

催
の

県
内

市
町

村
と

大
学

等
と

の
連

携
に

係
る

意
見

交
換

会
に

参
加

し
、

地
方

創
生

に
向

け
た

連
携

の
足

が
か

り
を

設
け

た
り

、
外

務
省

と
の

連
携

に
て

国
際

情
勢

講
演

会
を

開
催

す
る

こ
と

で
国

際
情

勢
に

関
す

る
情

報
発

信
を

行
う

な
ど

、
新

潟
県

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
的

役
割

を
果

た
す

よ
う

努
め

た
。

　
県

内
企

業
の

経
営

者
を

パ
ネ

リ
ス

ト
に

招
い

た
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

の
開

催
や

、
地

域
の

要
請

に
応

じ
た

学
生

や
教

員
の

派
遣

を
通

じ
て

、
県

や
地

域
の

問
題

解
決

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

地
域

に
愛

着
を

持
ち

、
地

域
で

活
躍

で
き

る
人

材
の

育
成

を
さ

ら
に

推
し

進
め

た
。

　
地

方
自

治
体

や
企

業
等

主
催

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
等

の
案

内
や

共
同

研
究

の
案

内
に

つ
い

て
は

、
随

時
、

m
an

ab
a 

fo
lio

や
学

内
掲

示
板

を
使

っ
て

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 地

方
自

治
体

・
企

業
等

と
の

交
流

イ
ベ

ン
ト

や
、

共
同

研
究

に
つ

い
て

は
、

都
度

、
学

内
に

案
内

し
て

い
く
。

b

4
3

　
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

産
学

官
連

携
や

地
域

連
携

を
大

学
全

体
と

し
て

推
進

し
、

情
報

発
信

す
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

産
学

官
連

携
や

地
域

連
携

を
推

進
す

る
よ

う
、

関
連

情
報

の
発

信
、

収
集

及
び

学
内

調
整

等
に

努
め

、
学

外
の

各
機

関
等

と
新

た
な

協
力

関
係

を
構

築
し

な
が

ら
各

種
活

動
を

行
っ

た
。

　
「
C

O
C

+
」
へ

の
参

画
を

通
じ

、
地

方
自

治
体

や
企

業
、

他
大

学
と

の
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
マ

ッ
チ

ン
グ

フ
ェ

ア
へ

の
学

生
の

参
加

を
促

し
、

地
元

企
業

を
知

る
機

会
を

設
け

、
地

域
を

支
え

る
人

材
の

養
成

の
基

礎
づ

く
り

を
行

っ
た

。
ま

た
、

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
・
地

域
活

動
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
に

お
い

て
、

学
生

・
教

員
が

企
業

・
地

域
・
自

治
体

に
自

身
の

活
動

発
表

を
す

る
な

ど
し

て
、

県
内

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・
地

域
活

動
の

拡
大

・
改

善
に

貢
献

し
た

。
　  【

令
和

元
年

度
～

令
和

2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

「
C

O
C

+
」
へ

の
参

画
に

よ
る

地
方

自
治

体
や

企
業

、
新

潟
都

市
圏

大
学

連
合

、
大

学
連

携
新

潟
協

議
会

と
連

携
し

、
地

域
の

活
性

化
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
う

。

b

業
務

実
績

・
取

組
予

定
地

域
貢

献
・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

（
２

）
産

学
官

連
携

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

年
度

評
価

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

41



教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

３
　

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

３
H

2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

（
３

）
国

際
化

の
推

進
に

関
す

る
目

標

　
海

外
の

大
学

・
研

究
機

関
と

の
相

互
交

流
等

、
大

学
の

国
際

化
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。

4
4

　
海

外
語

学
研

修
や

外
国

人
留

学
生

の
受

入
な

ど
、

海
外

の
大

学
等

と
の

交
流

を
、

積
極

的
に

推
進

す
る

。

a
s

s
s

s
s

　
地

域
団

体
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

県
民

の
多

文
化

理
解

や
県

内
在

住
の

外
国

人
と

の
交

流
な

ど
地

域
の

国
際

化
に

協
力

す
る

。

4
5

　
県

民
の

多
文

化
理

解
や

国
際

交
流

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
地

域
団

体
等

と
連

携
し

、
地

域
の

国
際

化
に

努
め

る
。

b
a

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
国

内
外

の
大

学
と

の
積

極
的

な
連

携
を

図
っ

た
結

果
、

サ
マ

ー
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

の
増

加
に

繋
が

っ
た

。
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

で
は

「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

地
域

発
展

」
を

基
本

と
し

て
年

毎
に

テ
ー

マ
を

設
定

し
て

い
る

。
県

内
地

域
を

訪
問

し
、

議
論

し
て

課
題

解
決

策
を

提
言

す
る

と
い

う
活

動
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

新
潟

県
国

際
交

流
協

会
主

催
事

業
や

地
域

の
行

事
へ

の
参

加
を

通
じ

て
本

学
学

生
や

交
換

留
学

生
（
県

費
留

学
生

を
含

む
）
が

地
域

の
人

た
ち

と
の

交
流

を
図

り
、

県
民

の
多

文
化

理
解

や
地

域
の

国
際

化
に

貢
献

し
た

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

過
去

数
年

の
活

動
を

継
続

実
施

す
る

。

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
海

外
協

定
校

を
1
3
校

と
し

、
学

費
相

互
免

除
を

含
む

交
換

留
学

や
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

・
教

員
の

共
同

研
究

を
目

的
と

し
た

交
流

協
定

を
締

結
し

た
。

　
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

を
協

定
大

学
の

学
生

を
招

い
て

実
施

し
、

国
内

外
の

大
学

と
の

連
携

強
化

を
図

っ
た

。
　

ま
た

、
日

本
語

学
習

の
指

導
体

制
を

整
備

し
、

留
学

生
の

受
入

を
促

進
し

た
。

　
「
危

機
管

理
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
、

海
外

研
修

や
留

学
等

で
海

外
に

滞
在

す
る

学
生

の
安

全
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

外
務

省
の

海
外

安
全

情
報

に
応

じ
た

本
学

の
対

応
に

つ
い

て
定

め
た

。
　

本
学

学
生

が
外

務
省

主
催

の
K
A

K
E
H

A
S
H

I 
P

ro
je

c
t、

J
E
N

E
S
Y
S
2
0
1
7
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
に

採
択

さ
れ

、
米

国
や

マ
レ

ー
シ

ア
を

訪
問

し
、

日
本

や
本

学
に

つ
い

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

　
学

生
の

海
外

研
修

や
留

学
に

対
し

て
奨

学
金

が
支

給
さ

れ
る

「
J
A

S
S
O

海
外

留
学

奨
学

金
」
に

応
募

し
、

毎
年

連
続

し
て

採
択

を
受

け
、

留
学

生
の

増
加

に
貢

献
し

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

こ
れ

ま
で

の
活

動
を

継
続

す
る

と
と

も
に

留
学

･研
修

に
関

す
る

一
層

の
情

報
発

信
に

努
め

る
。

（
３

）
国

際
化

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
２

第
１

教
育

研
究

上
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

42



H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

１
　

運
営

体
制

の
改

善
に

関
す

る
目

標
１

　
戦

略
的

か
つ

機
動

的
な

大
学

運
営

を
行

う
た

め
、

理
事

長
が

そ
の

指
導

力
、

統
率

力
を

発
揮

し
、

意
思

決
定

を
迅

速
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

運
営

す
る

。

4
6

　
理

事
長

が
指

導
力

、
統

率
力

を
発

揮
し

、
戦

略
的

か
つ

機
動

的
な

法
人

運
営

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

必
要

に
応

じ
て

適
宜

体
制

の
見

直
し

等
を

行
う

。

b
a

b
a

a
a

　
限

ら
れ

た
人

員
や

予
算

等
の

学
内

資
源

を
効

率
的

か
つ

柔
軟

に
配

分
す

る
。

4
7

　
全

学
的

視
点

に
立

ち
、

学
内

資
源

を
効

率
的

か
つ

柔
軟

に
配

分
す

る
。

b
a

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
「
県

立
大

学
研

究
奨

励
費

」
に

つ
い

て
、

既
に

教
員

の
研

究
活

動
の

活
性

化
に

一
定

の
効

果
を

果
た

し
た

と
し

て
平

成
２

７
年

度
か

ら
休

止
し

、
教

員
英

語
研

修
事

業
や

国
内

・
国

外
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

充
実

な
ど

、
有

効
な

事
業

へ
の

予
算

執
行

を
行

っ
た

。
平

成
2
9

年
度

に
は

、
新

た
に

設
置

さ
れ

た
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
に

必
要

な
予

算
付

け
を

行
う

と
と

も
に

、
本

学
の

情
報

基
盤

の
整

備
充

実
に

向
け

た
予

算
配

分
を

行
っ

た
。

ま
た

、
学

内
で

の
検

討
を

重
ね

た
結

果
、

平
成

２
８

年
度

に
大

学
及

び
大

学
院

に
お

い
て

、
給

付
型

の
学

内
奨

学
金

制
度

を
創

設
し

た
。

　
事

務
局

内
の

人
員

配
置

に
つ

い
て

、
中

長
期

の
視

点
に

基
づ

き
配

置
転

換
や

業
務

分
担

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
　

新
学

部
創

設
に

向
け

、
生

ず
る

必
要

な
経

費
等

に
つ

い
て

重
点

的
に

予
算

配
分

を
行

い
、

事
業

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
　

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
教

育
研

究
評

議
会

の
構

成
委

員
に

、
教

務
委

員
長

及
び

大
学

院
の

国
際

地
域

学
研

究
科

長
を

加
え

、
よ

り
き

め
細

か
い

情
報

共
有

が
図

れ
る

体
制

と
し

た
。

　
各

機
関

の
任

務
の

遂
行

が
ス

ム
ー

ズ
に

な
り

学
内

運
営

が
更

に
円

滑
に

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

事
務

局
組

織
、

各
種

セ
ン

タ
ー

、
学

内
委

員
会

等
の

役
割

の
見

直
し

お
よ

び
改

編
を

実
施

し
た

。
　

情
報

基
盤

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
大

学
情

報
化

推
進

計
画

の
策

定
、

情
報

基
盤

シ
ス

テ
ム

の
運

用
体

制
整

備
を

進
め

た
。

　
学

長
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
強

化
の

た
め

、
学

長
の

方
針

を
定

期
的

に
伝

え
、

情
報

共
有

す
る

場
と

し
て

部
局

長
懇

談
会

を
毎

月
１

回
開

催
す

る
こ

と
と

し
た

。
　

学
長

を
補

佐
し

、
新

学
部

設
置

準
備

・
３

号
館

整
備

を
は

じ
め

と
す

る
大

学
改

革
の

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

平
成

3
0
年

度
に

は
副

学
長

2
人

体
制

を
導

入
し

、
強

化
を

図
っ

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

理
事

長
が

指
導

力
・
統

率
力

を
発

揮
し

、
新

学
部

設
置

、
３

号
館

整
備

等
の

大
学

運
営

・
大

学
改

革
に

向
け

て
必

要
な

戦
略

的
・
機

動
的

な
法

人
・
大

学
運

営
を

行
う

こ
と

が
出

来
る

よ
う

、
適

宜
運

営
方

法
の

検
討

、
整

備
を

行
う

。

運
営

体
制

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

業
務

実
績

・
取

組
予

定
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
第

３
第

２
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

評
価

区
分

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

　
外

部
の

意
見

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
、

適
切

に
反

映
さ

せ
る

。
4
8

　
自

己
点

検
・
評

価
や

法
人

評
価

委
員

会
及

び
認

証
評

価
機

関
に

よ
る

外
部

評
価

の
結

果
等

を
、

大
学

運
営

に
適

切
に

反
映

す
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
法

人
評

価
委

員
会

の
評

価
結

果
を

教
育

研
究

評
議

会
等

を
通

じ
て

学
内

で
共

有
を

図
り

、
大

学
運

営
に

反
映

さ
せ

た
。

担
当

部
署

を
中

心
に

作
成

し
た

改
善

案
に

つ
い

て
、

学
内

で
機

関
決

定
し

改
善

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

取
組

の
進

捗
状

況
の

情
報

共
有

を
図

っ
た

。
　

平
成

２
９

年
度

に
は

、
評

価
委

員
会

か
ら

指
摘

さ
れ

た
大

学
院

の
学

生
確

保
に

関
連

し
て

、
留

学
生

の
受

入
を

促
進

す
る

た
め

、
J
IC

A
と

覚
書

を
締

結
し

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
 引

き
続

き
自

己
評

価
や

外
部

評
価

の
結

果
を

学
内

に
周

知
し

、
問

題
意

識
を

共
有

し
大

学
運

営
に

適
切

に
反

映
す

る
。

b

　
法

人
が

自
ら

行
う

点
検

及
び

評
価

結
果

や
監

事
に

よ
る

監
査

結
果

を
業

務
運

営
に

反
映

さ
せ

る
。

4
9

　
法

人
の

監
事

等
に

よ
る

業
務

運
営

、
予

算
執

行
状

況
の

監
査

結
果

を
速

や
か

に
反

映
し

、
学

内
資

源
の

効
率

的
な

運
用

を
図

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
監

事
監

査
で

の
指

摘
及

び
意

見
交

換
を

受
け

、
下

記
の

取
組

を
行

っ
た

。
　

老
朽

化
し

た
施

設
が

大
学

の
魅

力
を

損
な

っ
て

い
る

の
で

は
、

と
の

意
見

を
踏

ま
え

、
学

生
が

安
全

･安
心

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
体

育
館

の
防

球
ネ

ッ
ト

の
施

工
、

保
健

室
等

の
改

修
を

行
っ

た
。

　
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
の

的
確

な
運

用
に

関
し

て
対

応
策

を
検

討
・
実

施
し

た
。

　
時

間
外

勤
務

の
縮

減
に

向
け

、
事

前
命

令
の

徹
底

や
個

別
指

導
等

の
取

組
み

を
行

う
と

と
も

に
、

適
切

な
人

的
配

置
を

行
っ

た
。

　
包

括
外

部
監

査
で

指
摘

を
受

け
た

内
部

監
査

規
程

の
整

備
や

随
意

契
約

手
続

き
の

運
用

を
整

理
す

る
等

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

働
き

方
改

革
等

、
勤

務
管

理
の

徹
底

や
内

部
監

査
等

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
確

保
に

つ
い

て
、

継
続

的
に

実
施

す
る

。

b

＜
働

き
方

改
革

に
関

す
る

課
題

と
取

組
に

つ
い

て
＞

・
課

題
：
教

員
に

つ
い

て
は

、
勤

務
時

間
を

客
観

的
に

把
握

す
る

こ
と

が
難

し
い

こ
と

、
職

員
に

つ
い

て
は

入
試

、
入

学
・
卒

業
等

の
時

期
に

業
務

量
が

集
中

す
る

な
ど

、
課

に
よ

っ
て

業
務

量
の

変
動

が
大

き
い

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

。
・
取

組
：
教

員
に

つ
い

て
は

、
自

己
申

告
に

よ
り

勤
務

時
間

を
把

握
す

る
こ

と
を

検
討

中
で

あ
り

、
職

員
に

つ
い

て
は

、
業

務
の

繁
忙

期
に

嘱
託

員
を

含
め

た
支

援
体

制
の

充
実

を
図

る
。

第
３

第
２

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

業
務

実
績

・
取

組
予

定
評

価
区

分

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

２
人

事
の

適
正

化
に

関
す

る
目

標
２

　
非

公
務

員
型

の
メ

リ
ッ

ト
を

生
か

し
、

教
職

員
の

能
力

が
最

大
限

に
発

揮
さ

れ
る

よ
う

、
柔

軟
か

つ
弾

力
的

に
人

事
制

度
を

運
用

す
る

。

5
0

　
勤

務
形

態
等

の
人

事
制

度
を

、
柔

軟
か

つ
弾

力
的

に
運

用
す

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
大

学
院

開
設

に
よ

り
、

６
時

限
、

７
時

限
及

び
土

曜
日

の
授

業
開

講
が

生
じ

る
こ

と
か

ら
、

勤
務

時
間

等
に

関
す

る
規

程
を

改
正

し
、

適
正

に
運

用
し

た
。

ま
た

、
本

学
の

教
職

員
に

ふ
さ

わ
し

い
勤

務
制

度
に

つ
い

て
、

他
大

学
の

例
を

収
集

し
取

組
を

開
始

す
る

と
と

も
に

、
学

内
規

程
の

見
直

し
等

に
着

手
し

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

研
究

に
従

事
す

る
教

員
の

勤
務

形
態

に
つ

い
て

、
専

門
業

務
型

裁
量

労
働

制
の

導
入

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。
　

学
生

数
の

増
加

に
伴

い
、

利
便

性
向

上
の

た
め

、
職

員
の

勤
務

形
態

の
割

振
り

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

b

　
教

職
員

の
意

欲
向

上
や

教
育

研
究

の
質

的
向

上
を

図
る

た
め

、
教

職
員

の
人

事
評

価
シ

ス
テ

ム
を

適
切

に
運

用
し

、
評

価
結

果
に

基
づ

い
た

適
正

な
処

遇
を

行
う

。

5
1

　
教

職
員

の
業

績
評

価
制

度
を

本
格

実
施

し
、

評
価

結
果

に
基

づ
い

た
適

正
な

処
遇

を
行

う
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

・
平

成
2
7
年

度
に

教
職

員
評

価
シ

ス
テ

ム
の

運
用

方
法

等
を

確
定

、
整

備
し

、
平

成
2
8
年

度
か

ら
本

格
実

施
し

た
。

評
価

結
果

に
よ

り
、

職
員

に
つ

い
て

は
自

主
研

修
に

係
る

経
費

の
補

助
を

、
教

員
に

つ
い

て
は

個
人

研
究

費
の

追
加

を
行

っ
た

。
導

入
後

も
、

人
事

委
員

会
に

お
い

て
、

教
職

員
評

価
シ

ス
テ

ム
の

効
果

や
仕

組
み

に
つ

い
て

検
証

を
行

い
、

シ
ス

テ
ム

を
見

直
す

と
と

も
に

教
職

員
の

資
質

向
上

の
た

め
取

り
組

ん
だ

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

現
行

の
教

員
評

価
シ

ス
テ

ム
を

運
用

し
つ

つ
、

こ
れ

ま
で

の
効

果
等

を
検

証
の

上
、

必
要

に
応

じ
制

度
改

正
、

運
用

改
善

に
つ

い
て

検
討

を
深

め
る

。

b

　
公

募
制

な
ど

に
よ

り
、

幅
広

く
、

優
秀

な
人

材
の

確
保

に
努

め
、

適
切

な
人

的
配

置
を

行
う

。

5
2

　
教

職
員

の
採

用
は

原
則

公
募

制
と

し
、

幅
広

く
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

適
切

に
配

置
す

る
。

a
a

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
教

職
員

の
新

規
採

用
に

お
い

て
公

募
に

よ
る

採
用

を
実

施
し

、
職

員
の

採
用

に
つ

い
て

は
、

「
に

い
が

た
Ｕ

タ
ー

ン
情

報
セ

ン
タ

ー
（
表

参
道

・
新

潟
館

ネ
ス

パ
ス

）
」
に

募
集

要
項

を
置

く
な

ど
、

県
外

か
ら

の
人

材
の

発
掘

に
も

努
め

、
募

集
人

数
を

大
き

く
上

回
る

応
募

を
得

た
。

ま
た

、
職

員
採

用
に

つ
い

て
は

中
堅

職
員

に
よ

る
面

接
を

導
入

す
る

な
ど

新
た

な
仕

組
を

取
り

入
れ

、
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

教
職

員
の

採
用

に
あ

た
っ

て
は

、
公

募
を

原
則

と
し

、
引

き
続

き
幅

広
く
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

b

人
事

の
適

正
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

第
３

第
２

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

評
価

区
分

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

３
３

　
外

部
委

託
の

有
効

活
用

や
人

的
配

置
を

常
に

見
直

し
、

効
率

的
か

つ
合

理
的

な
事

務
組

織
を

編
成

す
る

。

5
3

　
業

務
内

容
の

変
化

や
業

務
量

の
変

動
に

柔
軟

に
対

応
す

る
た

め
、

適
宜

事
務

組
織

の
見

直
し

を
行

う
。

b
b

b
a

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
職

員
評

価
に

お
け

る
上

司
と

の
面

談
等

で
職

員
の

意
見

を
聴

取
し

、
業

務
状

況
の

把
握

に
努

め
た

。
　

業
務

の
見

直
し

、
プ

ロ
パ

ー
の

育
成

等
の

た
め

、
組

織
の

改
編

を
行

っ
た

。
ま

た
、

部
課

間
で

の
業

務
の

配
分

変
更

、
職

員
間

で
の

担
当

変
更

を
行

い
、

業
務

分
担

の
適

正
化

を
図

っ
た

。
　

臨
時

的
に

非
常

勤
職

員
を

2
名

増
員

し
、

新
学

部
、

３
号

館
整

備
、

入
試

制
度

改
革

等
に

よ
る

業
務

量
の

増
加

に
対

応
し

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

新
学

部
の

設
置

、
定

員
増

等
に

伴
う

業
務

内
容

の
変

化
や

業
務

量
の

増
加

に
対

応
す

る
た

め
、

職
員

の
増

員
等

を
含

め
た

事
務

局
体

制
の

見
直

し
を

行
う

。

b

5
4

　
事

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
適

宜
事

務
処

理
方

法
の

点
検

を
行

い
、

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
外

部
委

託
の

見
直

し
や

拡
充

を
行

う
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
学

内
の

会
議

室
予

約
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

「
紙

管
理

」
か

ら
「
共

通
ソ

フ
ト

に
よ

る
デ

ー
タ

管
理

」
に

変
更

し
、

効
率

的
で

正
確

な
運

用
を

行
っ

た
。

ま
た

、
郵

便
後

納
管

理
に

つ
い

て
も

、
経

費
ご

と
の

集
計

を
簡

易
か

つ
正

確
に

行
う

た
め

、
入

力
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

　
事

務
の

効
率

化
を

検
討

し
た

上
で

、
求

人
票

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

等
一

部
の

事
務

処
理

に
つ

い
て

は
外

部
委

託
を

行
っ

た
。

　
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

更
新

に
あ

た
り

、
紙

媒
体

に
よ

る
手

計
算

や
配

布
事

務
を

大
幅

に
削

減
す

べ
く
、

旅
費

事
務

に
係

る
発

生
源

入
力

や
、

研
究

費
の

執
行

状
況

を
教

員
が

自
ら

シ
ス

テ
ム

か
ら

確
認

で
き

る
よ

う
に

す
る

な
ど

の
機

能
に

配
慮

し
て

選
定

を
行

っ
た

。
　

学
生

の
利

便
性

向
上

と
業

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
業

務
を

見
直

し
、

証
明

書
自

動
発

行
機

を
導

入
し

、
令

和
元

年
度

よ
り

運
用

す
る

こ
と

と
し

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

適
宜

事
務

処
理

方
法

の
点

検
を

行
い

、
業

務
内

容
に

応
じ

た
見

直
し

や
、

外
部

委
託

等
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

を
促

進
す

る
。

b

　
全

学
的

な
視

点
か

ら
教

育
研

究
組

織
と

の
連

携
の

も
と

に
、

事
務

処
理

の
簡

素
化

及
び

経
費

節
減

の
た

め
、

事
務

の
集

中
化

・
電

算
化

・
情

報
化

を
図

る
。

5
5

　
事

務
の

簡
素

化
・
平

準
化

・
迅

速
化

の
観

点
か

ら
、

財
務

会
計

・
人

事
給

与
・
教

務
学

生
業

務
シ

ス
テ

ム
の

見
直

し
を

計
画

的
に

行
う

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
財

務
会

計
、

教
務

等
の

シ
ス

テ
ム

を
含

む
学

内
基

幹
シ

ス
テ

ム
の

見
直

し
を

行
い

、
財

務
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

平
成

2
9
年

度
末

に
更

新
を

行
っ

た
。

ま
た

、
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
現

状
分

析
や

課
題

整
理

を
行

っ
た

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

情
報

基
盤

長
期

整
備

計
画

を
策

定
し

、
計

画
に

基
づ

き
シ

ス
テ

ム
の

見
直

し
や

、
業

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

に
情

報
化

を
推

進
す

る
。

b

評
価

区
分

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

事
務

の
効

率
化

・
合

理
化

に
関

す
る

目
標

事
務

の
効

率
化

・
合

理
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
３

第
２

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

業
務

実
績

・
取

組
予

定

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

１
1

　
科

学
研

究
費

補
助

金
、

受
託

研
究

、
寄

附
金

等
、

外
部

資
金

の
獲

得
に

努
め

、
経

常
収

益
に

占
め

る
外

部
研

究
資

金
比

率
を

高
め

る
。

5
6

　
科

学
研

究
費

等
の

助
成

に
関

す
る

情
報

収
集

・
申

請
・
受

入
な

ど
の

、
研

究
支

援
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
応

募
件

数
、

採
択

率
の

向
上

を
図

り
、

外
部

研
究

資
金

の
獲

得
増

加
を

図
る

。

b
b

b
a

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
科

学
研

究
費

補
助

金
の

申
請

に
つ

い
て

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
等

の
情

報
提

供
を

適
切

に
行

う
と

と
も

に
、

申
請

書
の

内
容

が
注

意
事

項
に

沿
っ

た
記

述
と

な
っ

て
い

る
か

等
の

確
認

を
行

い
、

申
請

者
を

支
援

し
た

。
学

内
教

員
に

よ
る

支
援

体
制

の
整

備
等

に
よ

り
、

採
択

率
の

向
上

に
努

め
た

。
平

成
2
7
年

度
に

は
新

設
さ

れ
た

若
手

研
究

者
を

対
象

と
し

た
「
国

際
共

同
」
の

区
分

に
お

い
て

1
件

を
申

請
し

、
内

定
を

受
け

た
。

　
平

成
3
0
年

度
で

は
、

科
研

費
採

択
に

向
け

た
専

門
業

者
に

よ
る

講
習

会
お

よ
び

申
請

書
類

の
添

削
を

実
施

し
、

採
択

率
の

向
上

に
寄

与
し

た
。

　
そ

の
他

、
外

部
資

金
等

に
関

す
る

情
報

提
供

を
的

確
に

行
っ

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

講
習

会
の

開
催

、
添

削
に

つ
い

て
継

続
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

外
部

資
金

の
募

集
情

報
を

随
時

教
員

に
周

知
し

、
外

部
資

金
獲

得
の

機
会

確
保

に
努

め
る

。

b

5
7

　
研

究
成

果
を

広
く
公

開
し

、
受

託
・

共
同

研
究

、
寄

附
金

等
の

増
加

を
図

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
教

員
評

価
制

度
の

本
格

実
施

に
あ

わ
せ

て
、

評
価

項
目

の
ひ

と
つ

と
し

て
い

る
研

究
成

果
の

デ
ー

タ
の

蓄
積

を
行

い
、

速
や

か
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
公

開
で

き
る

仕
組

み
を

整
え

た
。

ま
た

、
学

外
に

公
表

す
る

教
員

活
動

報
告

書
の

項
目

や
公

表
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

教
員

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
を

活
用

し
、

教
員

活
動

報
告

書
の

学
内

外
へ

効
果

的
な

発
信

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

b

　
授

業
料

等
学

生
納

付
金

の
適

切
な

料
金

設
定

を
行

う
と

と
も

に
、

大
学

の
施

設
や

知
的

財
産

を
活

用
し

た
新

た
な

財
源

を
検

討
し

、
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

5
8

　
授

業
料

な
ど

学
生

納
付

金
は

適
正

な
水

準
と

な
る

よ
う

適
宜

見
直

す
と

と
も

に
、

有
料

講
座

や
大

学
施

設
の

貸
出

し
等

の
多

様
な

事
業

に
取

り
組

む
。

b
a

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
大

学
施

設
等

の
活

用
に

関
す

る
要

望
の

把
握

や
必

要
な

対
応

を
検

討
す

る
材

料
と

す
る

た
め

、
地

域
住

民
等

か
ら

の
要

望
の

蓄
積

を
行

っ
た

。
　

地
域

か
ら

の
要

望
を

受
け

、
教

員
免

許
更

新
講

習
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

古
紙

の
売

り
払

い
等

、
自

己
収

入
に

寄
与

す
る

事
務

構
築

に
向

け
、

検
討

を
行

っ
た

。
　

寄
付

金
に

係
る

優
遇

税
制

の
本

学
へ

の
適

用
可

能
性

を
調

査
し

、
今

後
の

優
遇

税
制

の
適

用
に

向
け

た
検

討
を

行
っ

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

1
0
周

年
記

念
事

業
の

一
環

と
し

て
寄

付
金

の
募

集
活

動
を

積
極

的
に

実
施

す
る

な
ど

、
自

己
収

入
の

確
保

に
努

め
る

。

b

第
４

第
３

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

外
部

研
究

資
金

そ
の

他
自

己
収

入
の

増
加

に
関

す
る

目
標

外
部

研
究

資
金

そ
の

他
自

己
収

入
の

増
加

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
評

価
区

分

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価

業
務

実
績

・
取

組
予

定
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

２
経

費
の

節
減

に
関

す
る

目
標

２

　
教

育
研

究
の

水
準

の
維

持
、

向
上

に
配

慮
し

つ
つ

、
教

職
員

定
数

の
適

正
化

や
業

務
内

容
の

見
直

し
、

契
約

方
法

の
改

善
等

の
徹

底
し

た
合

理
化

・
効

率
化

に
よ

り
、

人
件

費
を

含
む

経
常

的
経

費
を

節
減

す
る

。

5
9

　
教

育
研

究
水

準
の

維
持

・
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

計
画

的
な

人
員

配
置

、
業

務
委

託
の

推
進

に
よ

り
人

件
費

の
節

減
を

図
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
教

職
員

評
価

制
度

で
業

務
上

の
目

標
及

び
成

果
を

認
識

、
自

己
評

価
す

る
と

と
も

に
、

事
務

局
管

理
職

は
課

員
と

個
別

面
談

を
行

い
、

業
務

状
況

の
把

握
及

び
助

言
を

行
っ

た
。

　
新

学
部

設
置

に
係

る
教

員
確

保
と

既
存

学
部

の
教

育
研

究
水

準
の

維
持

・
向

上
に

配
慮

し
た

教
員

配
置

と
な

る
よ

う
、

平
成

３
０

年
度

以
降

の
人

員
配

置
を

検
討

し
た

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

教
育

研
究

水
準

の
維

持
・
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

計
画

的
な

教
員

配
置

を
行

う
。

業
務

内
容

等
に

応
じ

た
事

務
処

理
体

制
の

見
直

し
や

、
外

部
委

託
等

に
よ

る
業

務
の

効
率

化
を

促
進

す
る

。

b

6
0

　
教

職
員

の
コ

ス
ト

意
識

を
高

め
、

業
務

改
善

や
経

費
節

減
を

促
進

す
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
財

務
委

員
会

や
予

算
執

行
の

通
知

等
の

機
会

を
通

じ
、

大
学

の
現

状
や

財
政

状
況

、
経

費
節

減
に

つ
い

て
教

職
員

に
通

知
し

、
業

務
改

善
や

経
費

節
減

に
係

る
啓

発
を

行
っ

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

ク
ー

ル
ビ

ズ
等

の
働

き
か

け
に

よ
る

省
エ

ネ
を

は
じ

め
と

し
た

、
経

費
節

減
の

促
進

の
た

め
の

周
知

を
図

る

b

6
1

　
管

理
的

経
費

に
つ

い
て

は
、

契
約

期
間

の
複

数
年

化
や

入
札

時
に

お
け

る
競

争
性

の
確

保
、

共
同

購
入

の
仕

組
み

を
整

備
し

、
経

費
を

節
減

す
る

と
と

も
に

、
省

エ
ネ

・
省

資
源

に
努

め
る

。
b

b
b

b
b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
休

業
期

間
中

の
自

習
室

管
理

や
教

室
の

施
錠

に
よ

る
節

電
対

策
を

計
画

的
に

実
施

し
た

。
　

ま
た

、
施

設
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

共
有

ス
ペ

ー
ス

の
一

部
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
に

よ
る

省
エ

ネ
対

策
を

実
施

し
た

。
加

え
て

、
学

生
や

教
職

員
に

階
段

利
用

を
促

し
た

り
、

こ
ま

め
に

電
灯

を
消

す
よ

う
啓

発
す

る
な

ど
、

省
エ

ネ
、

省
資

源
に

努
め

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

契
約

に
当

た
っ

て
は

、
見

積
も

り
合

わ
せ

や
入

札
を

通
じ

、
経

済
性

、
競

争
性

を
確

保
し

、
経

費
節

減
を

図
る

。

b

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
業

務
実

績
・
取

組
予

定

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

第
４

第
３

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標

経
費

の
節

減
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

評
価

区
分

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

３
３

　
適

正
な

資
産

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

金
融

資
産

に
つ

い
て

は
経

営
的

視
点

か
ら

効
果

的
か

つ
安

全
確

実
な

運
用

を
図

る
。

6
2

　
資

金
管

理
規

程
に

基
づ

き
、

安
全

確
実

な
資

金
運

用
・
管

理
を

行
う

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
予

算
の

執
行

状
況

か
ら

一
定

期
間

執
行

が
見

込
ま

れ
な

い
資

金
に

つ
い

て
は

、
規

程
に

基
づ

き
、

安
全

確
実

な
運

用
に

努
め

、
銀

行
へ

の
定

期
預

金
を

行
う

な
ど

、
適

正
な

運
用

・
管

理
を

行
っ

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

銀
行

へ
の

定
期

預
金

を
継

続
的

に
実

施
し

、
資

金
の

安
全

確
実

な
運

用
管

理
を

図
る

。

b

　
教

育
研

究
の

水
準

の
向

上
の

た
め

、
施

設
整

備
の

有
効

か
つ

効
果

的
な

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

教
育

研
究

に
支

障
の

な
い

範
囲

で
、

大
学

施
設

の
地

域
開

放
を

行
う

。

6
3

　
学

会
や

講
演

会
等

の
会

場
と

し
て

、
大

学
施

設
を

活
用

す
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
本

学
教

員
が

関
係

す
る

学
会

、
検

定
、

講
演

会
等

の
会

場
と

し
て

大
学

施
設

を
開

放
し

た
。

　
　

　
・
ロ

シ
ア

語
能

力
検

定
試

験
　

　
　

・
ハ

ン
グ

ル
能

力
検

定
試

験
　

　
　

・
中

国
語

検
定

試
験

　
　

　
・
新

潟
県

栄
養

士
会

研
究

会
　

　
　

・
N

E
A

R
（
北

東
ア

ジ
ア

言
語

学
会

）
　

　
　

・
ア

レ
ル

ギ
ー

大
学

　
中

級
講

座
　

　
等

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

本
学

教
員

が
関

係
す

る
地

域
活

動
、

学
会

、
検

定
、

講
演

会
等

の
会

場
と

し
て

、
引

き
続

き
大

学
施

設
を

開
放

す
る

。

b

業
務

実
績

・
取

組
予

定
第

３
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
４

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

評
価

区
分

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

１
１

　
自

己
点

検
・
評

価
、

外
部

評
価

を
定

期
的

に
実

施
し

、
そ

の
評

価
結

果
を

教
育

研
究

及
び

業
務

運
営

の
改

善
に

活
用

す
る

。

6
4

　
自

己
点

検
・
評

価
や

法
人

評
価

委
員

会
及

び
認

証
評

価
機

関
に

よ
る

外
部

評
価

の
結

果
等

を
踏

ま
え

、
教

育
研

究
活

動
や

業
務

内
容

の
改

善
を

行
う

と
と

も
に

、
評

価
結

果
を

積
極

的
に

公
表

す
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
自

己
評

価
を

実
施

し
た

後
、

県
へ

「
業

務
実

績
に

関
す

る
報

告
書

」
を

提
出

す
る

と
と

も
に

、
同

報
告

書
を

本
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

公
表

し
た

。
　

ま
た

、
認

証
評

価
機

関
に

よ
る

評
価

時
に

指
摘

さ
れ

た
課

題
に

つ
い

て
は

質
保

証
・
戦

略
委

員
会

を
中

心
に

改
善

計
画

を
検

討
し

、
改

善
を

図
っ

た
。

　
　

　
・
留

学
生

の
受

入
促

進
（
海

外
大

学
と

の
交

流
協

定
締

結
）

　
　

　
・
平

日
の

学
内

施
設

の
利

用
時

間
延

長
　

　
　

・
職

員
採

用
（
公

募
実

施
）

　
　

　
・
週

末
の

一
部

施
設

開
放

　
　

　
・
履

修
登

録
単

位
数

の
上

限
設

定
の

検
討

　
　

　
・
施

設
整

備
計

画
の

策
定

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

法
人

の
評

価
結

果
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

学
内

で
共

有
し

、
本

学
の

教
育

研
究

及
び

業
務

運
営

の
改

善
に

努
め

る
と

と
も

に
、

本
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

積
極

的
に

公
表

す
る

。
　

2
0
2
1
年

度
に

は
認

証
評

価
を

受
審

す
る

予
定

。

b

２
情

報
提

供
に

関
す

る
目

標
２

6
5

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

冊
子

等
を

通
じ

て
、

以
下

の
情

報
を

広
く
公

表
・
公

開
す

る
。

　
中

期
目

標
、

中
期

計
画

、
年

度
計

画
、

財
務

諸
表

、
自

己
点

検
・
評

価
結

果
、

外
部

評
価

結
果

、
教

育
関

連
情

報
、

研
究

成
果

、
学

術
講

演
、

公
開

講
座

、
地

域
連

携
　

等
b

b
a

a

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
い

き
い

き
と

し
た

学
生

生
活

や
大

学
の

「
今

」
の

姿
を

発
信

す
る

た
め

、
平

成
2
7
年

度
よ

り
fa

c
e
bo

o
kを

開
設

し
、

本
学

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

と
並

行
し

て
情

報
発

信
に

努
め

た
。

ま
た

、
広

報
誌

の
発

行
も

継
続

的
に

行
っ

た
。

　
平

成
3
0
年

度
に

は
本

学
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
実

施
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
の

表
示

に
対

応
で

き
る

よ
う

仕
様

を
変

更
し

た
ほ

か
、

各
学

部
・
学

科
及

び
事

務
局

各
部

局
で

の
記

事
更

新
が

可
能

な
環

境
を

整
え

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

令
和

元
年

後
期

か
ら

は
各

学
部

・
学

科
及

び
事

務
局

各
部

局
に

よ
る

更
新

を
支

援
し

、
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
全

体
の

内
容

の
更

な
る

充
実

に
努

め
る

。

第
５

 第 ４
自

己
点

検
・
評

価
、

外
部

評
価

の
実

施
及

び
評

価
結

果
の

活
用

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

業
務

実
績

・
取

組
予

定

b

　
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

に
よ

る
閲

覧
へ

の
対

応
だ

け
で

な
く
、

よ
り

積
極

的
に

S
N

S
等

を
活

用
し

た
情

報
発

信
活

動
が

求
め

ら
れ

る
た

め
、

ｂ
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

＜
fa

c
e
bo

o
kに

よ
る

情
報

発
信

に
つ

い
て

＞
　

学
生

や
教

員
の

地
域

連
携

活
動

や
、

大
学

主
催

の
学

術
講

演
・
公

開
講

座
の

様
子

等
、

教
育

研
究

活
動

に
関

す
る

情
報

を
掲

載
し

て
い

る
。

自
己

点
検

・
評

価
、

外
部

評
価

の
実

施
及

び
評

価
結

果
の

活
用

に
関

す
る

目
標

自
己

点
検

・
評

価
、

外
部

評
価

の
実

施
及

び
評

価
結

果
の

活
用

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

情
報

提
供

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

b

評
価

区
分

自
己

点
検

・
評

価
、

外
部

評
価

の
実

施
及

び
評

価
結

果
の

活
用

に
関

す
る

目
標

　
公

立
大

学
と

し
て

の
説

明
責

任
を

果
た

し
、

大
学

の
教

育
研

究
活

動
な

ど
に

つ
い

て
県

民
の

理
解

を
得

る
た

め
、

大
学

に
関

す
る

情
報

を
積

極
的

に
公

表
す

る
。

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等

50



H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

１
１

　
学

生
や

教
職

員
一

人
ひ

と
り

が
、

社
会

の
一

員
で

あ
る

こ
と

を
自

覚
し

て
、

社
会

規
範

及
び

法
令

等
を

遵
守

し
、

県
民

の
信

頼
を

確
保

す
る

。

6
6

　
学

生
や

教
職

員
に

対
し

て
、

研
修

会
等

に
よ

り
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

つ
い

て
の

啓
発

を
行

う
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
平

成
2
7
年

度
に

「
研

究
費

取
扱

規
程

」
及

び
「
研

究
活

動
取

扱
規

程
」
を

改
正

し
、

「
研

究
費

取
扱

規
程

」
に

基
づ

く
「
公

的
研

究
費

の
不

正
使

用
防

止
対

策
に

関
す

る
基

本
指

針
」
及

び
「
研

究
費

等
の

適
正

な
執

行
・
管

理
に

係
る

不
正

防
止

計
画

」
を

策
定

し
た

。
　

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
啓

発
の

た
め

、
文

部
科

学
省

「
大

学
間

連
携

共
同

教
育

推
進

事
業

」
に

よ
る

研
究

倫
理

教
材

e
-
le

ar
n
in

g（
C

IT
I 
J
ap

an
）
や

日
本

学
術

振
興

会
が

提
供

す
る

研
究

倫
理

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

導
入

し
、

教
職

員
の

受
講

を
推

奨
し

た
。

　
平

成
3
0
年

度
に

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

を
実

施
し

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
啓

発
を

推
進

す
る

た
め

、
継

続
的

に
学

内
周

知
、

研
修

活
動

を
実

施
す

る
。

b

＜
学

生
に

対
す

る
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
に

つ
い

て
＞

　
新

入
生

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

利
用

ル
ー

ル
、

契
約

に
関

す
る

注
意

事
項

な
ど

、
学

生
生

活
を

送
る

た
め

の
基

本
的

事
項

が
書

か
れ

た
冊

子
を

配
布

し
て

い
る

。

２
２

　
良

好
な

教
育

研
究

環
境

の
維

持
・

向
上

を
図

る
た

め
、

中
長

期
的

な
展

望
に

基
づ

く
施

設
整

備
計

画
を

策
定

す
る

。

6
7

　
施

設
整

備
等

の
実

情
を

調
査

・
点

検
し

、
将

来
必

要
と

な
る

維
持

管
理

費
や

施
設

更
新

費
を

見
積

も
り

、
中

長
期

的
な

展
望

に
基

づ
く
施

設
整

備
計

画
を

策
定

す
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
施

設
整

備
計

画
の

立
案

に
つ

い
て

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

も
配

慮
し

た
中

長
期

に
亘

る
計

画
立

案
が

必
要

な
こ

と
か

ら
、

専
門

機
関

へ
の

業
者

委
託

を
実

施
し

、
既

存
施

設
の

長
寿

命
化

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

適
切

に
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

実
施

す
る

た
め

の
計

画
を

策
定

し
た

。
経

費
節

減
や

費
用

の
平

準
化

を
踏

ま
え

、
①

建
物

・
機

械
・
設

備
、

②
情

報
シ

ス
テ

ム
、

③
備

品
等

に
分

類
し

、
そ

れ
ぞ

れ
に

必
要

な
経

費
の

積
算

を
行

い
つ

つ
、

第
２

期
中

期
計

画
期

間
中

に
更

新
が

必
要

な
も

の
は

年
次

計
画

を
立

案
し

た
。

　
受

変
電

施
設

の
更

新
工

事
や

損
耗

し
て

い
る

教
育

用
備

品
等

の
更

新
、

整
備

等
、

施
設

の
老

朽
化

に
応

じ
た

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
学

内
シ

ス
テ

ム
の

更
新

、
備

品
等

の
追

加
を

適
宜

行
っ

た
。

　
老

朽
化

し
た

エ
ア

コ
ン

、
学

生
用

机
、

椅
子

の
更

新
等

実
施

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

施
設

の
老

朽
化

状
況

を
把

握
し

、
限

り
あ

る
予

算
の

中
で

優
先

順
位

の
高

い
施

設
を

中
心

に
整

備
を

進
め

て
い

く
。

b

第
６

 第 ５
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
業

務
実

績
・
取

組
予

定
評

価
区

分

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推

進
に

関
す

る
目

標
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

施
設

の
効

率
的

整
備

に
関

す
る

目
標

施
設

の
効

率
的

整
備

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

３
安

全
管

理
に

関
す

る
目

標
３

　
学

生
と

教
職

員
の

安
全

衛
生

管
理

に
関

す
る

取
組

を
充

実
す

る
。

6
8

　
学

生
に

対
し

て
、

防
犯

等
に

関
す

る
意

識
啓

発
を

適
切

に
行

う
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
１

年
生

に
対

し
て

、
入

学
時

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

警
察

に
よ

る
防

犯
講

習
を

行
っ

た
ほ

か
、

薬
物

の
問

題
に

対
す

る
取

組
と

し
て

、
学

生
便

覧
へ

の
加

筆
、

必
修

授
業

に
お

け
る

薬
物

乱
用

防
止

講
習

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
学

内
掲

示
板

や
m

an
ab

a 
fo

lio
、

大
学

入
口

に
お

い
て

、
自

転
車

に
よ

る
事

故
防

止
の

注
意

喚
起

の
掲

示
を

行
っ

た
。

学
年

別
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
は

、
学

生
生

活
上

の
注

意
喚

起
を

図
っ

た
。

　
警

察
の

協
力

の
も

と
、

学
生

の
防

犯
意

識
を

高
め

る
た

め
、

実
技

指
導

を
含

め
た

防
犯

講
習

会
を

開
催

し
た

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

警
察

の
協

力
の

も
と

、
防

犯
や

薬
物

に
関

す
る

注
意

喚
起

を
行

う
。

b

6
9

　
教

職
員

へ
の

健
康

管
理

等
を

適
切

に
行

う
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
教

職
員

の
定

期
健

診
に

つ
い

て
、

業
務

に
支

障
の

な
い

時
期

を
見

定
め

実
施

し
た

ほ
か

、
平

成
2
8
年

度
か

ら
新

た
に

法
令

に
基

づ
く
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

有
給

休
暇

の
取

得
奨

励
な

ど
職

員
の

安
全

衛
生

管
理

を
行

っ
た

。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

定
期

健
診

、
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

継
続

実
施

す
る

と
と

も
に

、
働

き
方

改
革

の
制

度
改

正
を

踏
ま

え
、

時
間

外
勤

務
の

削
減

等
に

取
り

組
む

。

b

7
0

　
消

防
訓

練
等

危
機

管
理

に
関

す
る

取
組

を
充

実
す

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
消

防
訓

練
に

つ
い

て
、

m
an

ab
a 

fo
lio

や
学

内
放

送
等

で
、

学
内

全
体

に
呼

び
か

け
、

教
職

員
が

連
携

し
、

火
災

発
見

時
の

対
応

や
初

期
消

火
の

実
践

、
防

火
扉

の
取

扱
い

等
、

細
か

な
訓

練
を

行
っ

た
。

ま
た

、
北

朝
鮮

の
ミ

サ
イ

ル
発

射
時

の
対

応
や

地
震

発
生

時
の

対
応

に
つ

い
て

、
留

意
点

を
明

確
化

し
た

日
本

語
・
英

文
の

文
書

を
掲

示
し

、
学

内
に

広
く
注

意
喚

起
し

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

消
防

訓
練

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

教
職

員
に

対
し

、
A

E
D

講
習

等
の

実
効

性
の

あ
る

取
組

を
行

う
。

b

第
６

 第 ５
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

業
務

実
績

・
取

組
予

定
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

評
価

区
分

安
全

管
理

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

４
情

報
管

理
に

関
す

る
目

標
４

　
個

人
情

報
の

管
理

を
徹

底
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

情
報

公
開

に
対

応
す

る
た

め
の

規
程

を
適

切
に

運
用

す
る

。

7
1

　
個

人
情

報
の

管
理

を
適

切
に

行
い

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

情
報

公
開

請
求

が
あ

っ
た

場
合

に
お

い
て

的
確

に
対

応
す

る
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
対

応
に

つ
い

て
、

平
成

2
7
年

度
に

作
業

す
る

個
室

や
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
た

専
用

パ
ソ

コ
ン

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

規
程

の
策

定
や

関
係

規
程

の
改

正
を

行
い

、
規

定
に

従
っ

て
適

切
な

取
り

扱
い

を
行

っ
た

。
ま

た
、

特
定

個
人

情
報

等
に

係
る

安
全

管
理

対
策

を
整

備
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
強

化
た

め
、

学
内

の
情

報
基

盤
全

体
を

見
直

し
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
ポ

リ
シ

ー
改

定
に

向
け

、
検

討
を

開
始

し
た

。
　

情
報

公
開

請
求

に
対

す
る

具
体

的
対

応
手

順
の

整
理

を
行

い
、

制
度

に
基

づ
き

適
正

に
運

用
し

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

の
改

定
を

踏
ま

え
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

体
制

の
強

化
を

行
う

。

b

５
人

権
に

関
す

る
目

標
５

　
教

育
研

究
・
職

場
環

境
が

損
な

わ
れ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
（
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

パ
ワ

ー
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

）
を

防
止

す
る

た
め

の
取

組
を

全
学

的
に

推
進

す
る

。

7
2

　
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
人

権
侵

害
を

防
止

す
る

た
め

、
相

談
、

啓
発

、
問

題
解

決
に

全
学

的
に

取
り

組
む

組
織

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

学
生

や
教

職
員

に
対

し
、

定
期

的
に

人
権

に
関

す
る

啓
発

や
研

修
を

実
施

す
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

学
生

に
対

し
て

は
、

新
入

生
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

学
年

別
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

時
に

人
権

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
配

付
し

、
啓

発
及

び
相

談
窓

口
の

周
知

に
努

め
た

。
教

職
員

に
つ

い
て

は
、

人
権

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
配

付
す

る
と

と
も

に
学

生
満

足
度

調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
に

盛
り

込
ん

だ
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

実
態

や
実

例
を

参
考

に
し

て
研

修
を

開
催

し
た

。
研

修
の

内
容

に
つ

い
て

は
事

前
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
関

心
の

多
か

っ
た

課
題

を
盛

り
込

み
、

ま
た

、
自

由
に

話
し

合
う

時
間

を
設

け
る

な
ど

、
工

夫
し

て
研

修
を

行
っ

た
。

人
権

問
題

に
関

す
る

啓
発

活
動

の
一

環
と

し
て

、
教

職
員

及
び

学
生

を
対

象
に

、
L
G

B
T
（
セ

ク
シ

ャ
ル

・
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
）
に

関
す

る
講

演
会

を
開

催
し

た
。

な
お

、
常

に
人

権
問

題
を

意
識

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
１

年
間

の
活

動
を

ま
と

め
た

ニ
ュ

ー
ズ

レ
タ

ー
を

教
職

員
に

配
付

す
る

と
と

も
に

、
学

内
に

掲
示

等
も

行
っ

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
学

生
及

び
教

職
員

に
対

し
、

引
き

続
き

人
権

意
識

の
啓

発
及

び
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

研
修

等
を

実
施

し
、

快
適

な
学

修
・
職

場
環

境
を

確
保

す
る

。

b

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
業

務
実

績
・
取

組
予

定
第

６
 第 ５

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

情
報

管
理

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

人
権

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

評
価

区
分

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等
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H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

　
ま

た
、

学
内

の
様

々
な

場
に

お
い

て
、

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
。

7
3

　
男

女
共

同
参

画
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

学
内

の
慣

行
や

活
動

・
勤

務
状

況
等

の
実

態
を

把
握

し
、

男
女

均
等

な
機

会
の

提
供

と
適

切
な

処
遇

を
行

う
。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
大

学
全

体
で

男
女

共
同

参
画

意
識

の
啓

発
を

図
る

た
め

、
事

前
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

の
う

え
、

特
に

本
学

の
女

性
の

教
職

員
が

抱
え

る
問

題
点

等
を

踏
ま

え
て

研
修

会
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
法

に
基

づ
き

学
内

に
お

い
て

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

つ
い

て
の

セ
ミ

ナ
ー

開
催

等
啓

発
を

行
っ

た
。

　
男

女
に

関
係

な
く
仕

事
と

子
育

て
を

両
立

さ
せ

る
た

め
の

支
援

と
し

て
、

入
試

や
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
の

託
児

所
の

利
用

支
援

制
度

を
継

続
し

て
実

施
し

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

研
修

等
及

び
次

世
代

育
成

支
援

を
継

続
実

施
し

、
仕

事
と

子
育

て
の

両
立

に
向

け
た

職
場

環
境

の
整

備
を

推
進

す
る

。

b

＜
女

性
の

教
職

員
が

抱
え

る
問

題
点

に
つ

い
て

＞
　

問
題

点
と

し
て

は
育

児
休

業
か

ら
の

職
場

復
帰

が
円

滑
に

行
わ

れ
る

た
め

の
支

援
体

制
が

挙
げ

ら
れ

る
。

体
制

の
充

実
を

図
る

た
め

、
搾

乳
室

の
整

備
や

、
保

育
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。

＜
女

性
活

躍
推

進
法

へ
の

対
応

に
つ

い
て

＞
　

性
別

に
よ

り
差

別
し

な
い

採
用

、
配

置
、

昇
進

等
を

実
施

し
て

お
り

、
女

性
が

活
躍

し
や

す
い

環
境

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

６
環

境
保

全
の

推
進

に
関

す
る

目
標

６

　
環

境
に

配
慮

し
た

業
務

運
営

を
行

い
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

適
切

な
処

理
と

減
量

化
に

努
め

る
。

7
4

　
グ

リ
ー

ン
購

入
や

再
生

紙
の

利
用

等
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
に

努
め

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

分
別

を
徹

底
し

、
そ

の
減

量
化

に
努

め
る

。

b
b

b
b

b

【
平

成
２

７
年

度
～

平
成

３
０

年
度

ま
で

の
取

組
】

　
分

か
り

や
す

い
ご

み
分

別
の

表
示

を
工

夫
し

た
り

、
エ

ア
コ

ン
の

適
正

温
度

を
推

進
す

る
た

め
の

ス
テ

ッ
カ

ー
を

貼
る

な
ど

、
学

生
や

教
職

員
に

対
し

、
リ

サ
イ

ク
ル

や
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
へ

の
意

識
を

浸
透

さ
せ

る
取

組
を

実
施

し
た

。
　

グ
リ

ー
ン

購
入

、
再

生
紙

の
利

用
、

不
用

物
品

の
学

内
で

の
再

利
用

等
、

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

に
努

め
る

と
と

も
に

、
清

掃
委

託
業

者
等

の
協

力
に

よ
り

廃
棄

物
の

分
別

を
徹

底
し

た
。

ま
た

、
一

部
照

明
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
導

入
に

よ
る

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
に

努
め

た
。

 【
令

和
元

年
度

～
令

和
2
年

度
の

取
組

予
定

】
　

再
生

紙
利

用
等

、
環

境
に

配
慮

し
た

製
品

購
入

に
努

め
る

と
と

も
に

、
廃

棄
物

の
分

別
を

継
続

的
に

実
施

す
る

。

b

第
６

 第 ５
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

業
務

実
績

・
取

組
予

定

第
２

期
中

期
目

標
（
H

2
7
-
 R

２
年

度
）

第
２

期
中

期
計

画
（
H

2
7
-
R

２
年

度
）

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
評

価
区

分

年
度

評
価

法
人

の
実

績
報

告
・
自

己
評

価

環
境

保
全

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・

疑
問

点
等
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４
　

指
標

単
位

評
価

評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・
疑

問
点

等

◆
教

育
指

標

目
標

値
7
3
0

7
3
0

7
3
0

7
3
0

実
績

値
6
1
1

6
2
2

5
8
7

6
2
0

評
価

b
b

c
b

目
標

値
5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

実
績

値
5
8
6

5
8
5

5
8
6

5
4
6

評
価

a
a

a
a

目
標

値
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

実
績

値
8
0
.9

1
0
0

1
0
0

1
0
0

評
価

c
a

s
s

目
標

値
1
0

1
0

1
0

1
0

実
績

値
7

(8
9
.4

)
1
5

(7
6
.5

)
1
7

(8
0
.0

)
2
2

(8
6
.7

)

評
価

s
b

b
b

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｈ

2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

最
終

目
標

値

法
人

自
己

評
価

4
か

年
の

達
成

率
の

平
均

値
評

価
基

準
 等

　
合

格
率

1
0
0
％

を
3
年

間
達

成
し

て
い

る
こ

と
は

大
い

に
評

価
で

き
、

ｓ
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

点 点 ％ 位 （
％

）

1
卒

業
時

の
英

語
能

力

国
際

地
域

学
部

T
O

E
IC

ス
コ

ア

人
間

生
活

学
部

T
O

E
IC

ス
コ

ア

2
国

家
資

格
の

取
得

率

管
理

栄
養

士
の

合
格

率

社
会

福
祉

士
の

合
格

率

＜
T
O

E
IC

受
験

者
数

(受
験

者
比

率
)に

つ
い

て
＞

Ｈ
2
7
：
1
4
0
人

 （
9
1
.5

％
）

Ｈ
2
8
：
1
1
7
人

 （
6
3
.9

％
）

Ｈ
2
9
：
1
3
7
人

 （
8
3
.0

％
）

Ｈ
3
0
：
1
2
4
人

 （
7
2
.5

％
）

＜
T
O

E
IC

受
験

者
数

(受
験

者
比

率
)に

つ
い

て
＞

Ｈ
2
7
：
6
人

 （
6
.7

％
）

Ｈ
2
8
：
3
人

 （
3
.8

％
）

Ｈ
2
9
：
4
人

 （
5
.1

％
）

Ｈ
3
0
：
8
人

 （
9
.6

％
）

＜
合

格
率

の
上

昇
に

か
か

わ
ら

ず
順

位
が

低
下

し
て

い
る

理
由

＞
　

全
体

の
合

格
率

が
上

が
っ

て
き

て
い

る
た

め
。

　
な

お
、

合
格

率
全

国
平

均
 （

全
国

1
0
位

の
合

格
率

）
の

推
移

は
以

下
の

と
お

り
。

H
2
7
：
2
6
.2

%
（
8
2
.8

%
)

H
2
8
：
2
5
.8

%
 (

8
4
.0

%
)

H
2
9
：
3
0
.2

%
 (

8
7
.5

%
)

H
3
0
：
2
9
.9

%
 (

9
3
.9

%
)

7
3
0

b

5
0
0

a

1
0
0

a

1
0

b

－

9
5
.7

－ －

b a bs

ｂ
評

価
（
6
0
0
以

上
 7

3
0
未

満
と

な
る

見
込

み
）

ａ
評

価
（
5
0
0
以

上
と

な
る

見
込

み
）

ａ
評

価
（
合

格
率

1
0
0
％

と
な

る
見

込
み

）

ｂ
評

価
（
達

成
率

8
0
％

以
上

1
0
0
%
未

満
と

な
る

見
込

み
）

※
目

標
値

は
全

国
1
0
位

以
内 ※

実
績

値
の

上
段

は
県

立
大

の
順

位
、

下
段

（
）
は

県
立

大
の

合
格

率
※

達
成

率
は

県
立

大
の

合
格

率
/
全

国
1
0
位

の
大

学
の

合
格

率
で

算
出
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・
疑

問
点

等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｈ

2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

最
終

目
標

値

法
人

自
己

評
価

4
か

年
の

達
成

率
の

平
均

値
評

価
基

準
 等

目
標

値
9
.3

9
.1

8
.9

8
.8

実
績

値
9
.1

9
.7

9
.5

9
.4

評
価

b
a

a
a

目
標

値
8
5

8
5

8
5

8
5

実
績

値
9
1
.1

9
0
.9

9
0
.9

9
1
.5

評
価

a
a

a
a

目
標

値
1
.0

1
.0

1
.0

1
.0

実
績

値
0
.9

1
.0

1
.2

1
.4

評
価

a
a

b
c

目
標

値
8
0

8
0

8
0

8
0

実
績

値
8
0

7
7
.8

7
6
.1

7
3
.7

評
価

a
b

b
b

目
標

値
1

1
1

1

実
績

値
1

1
1

1

評
価

a
a

a
a

＜
男

性
の

志
願

者
数

に
つ

い
て

＞
　

男
性

の
志

願
者

は
国

際
地

域
学

部
で

全
体

の
３

割
か

ら
４

割
程

度
。

人
間

生
活

学
部

で
は

さ
ら

に
少

な
い

。
幅

広
い

学
生

に
選

ば
れ

る
大

学
と

な
る

よ
う

、
引

き
続

き
志

願
者

増
に

取
り

組
む

。

＜
目

標
値

を
徐

々
に

下
げ

て
い

る
理

由
に

つ
い

て
＞

　
1
8
歳

人
口

の
減

少
を

考
慮

し
た

も
の

。

％ ％ 件倍 ％
8
5

1
.0 8
0

6
教

員
の

学
生

サ
ポ

ー
ト

満
足

度

7
国

の
大

学
教

育
改

革
に

関
す

る
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

採
択

数

3
志

願
倍

率

4
授

業
内

容
満

足
度

5
離

学
し

た
学

生
の

割
合

1

8
.5

1
0
4
.5

1
0
7
.2

9
1
.5

9
6
.1

－

a a b b a

ａ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

と
な

る
見

込
み

）

ａ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

と
な

る
見

込
み

）

ｂ
評

価
（
達

成
率

8
0
％

以
上

1
0
0
%
未

満
と

な
る

見
込

み
）

ｂ
評

価
（
達

成
率

8
0
％

以
上

1
0
0
%
未

満
と

な
る

見
込

み
）

ａ
評

価
（
新

規
採

択
又

は
採

択
事

業
継

続
と

な
る

見
込

み
）

a a b b a
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・
疑

問
点

等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｈ

2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

最
終

目
標

値

法
人

自
己

評
価

4
か

年
の

達
成

率
の

平
均

値
評

価
基

準
 等

目
標

値
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

実
績

値
9
9
.1

9
9
.2

1
0
0

9
9
.6

評
価

a
a

a
b

目
標

値
9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

実
績

値
8
9
.3

8
9
.4

9
4
.6

8
7
.9

評
価

b
b

a
b

目
標

値
2
6

2
6

2
6

2
6

実
績

値
3
6

5
1

4
8

5
0

評
価

s
s

s
s

目
標

値
1
0
5

1
0
5

1
0
5

1
0
5

実
績

値
1
5
1

2
0
1

2
1
1

2
0
2

評
価

s
s

s
s

目
標

値

実
績

値
3
.1

4
.5

4
.3

4
.4

評
価

－
－

－
－

目
標

値
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

実
績

値
5
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

評
価

c
d

d
d

人 ％

＜
具

体
的

な
定

員
充

足
対

策
に

つ
い

て
＞

・
学

内
（
学

部
在

学
生

へ
の

）
P

R
・
J
IC

A
研

修
生

等
の

受
入

を
目

指
す

・
県

内
大

学
生

へ
の

P
R

・
社

会
人

へ
の

P
R

（
リ

カ
レ

ン
ト

講
座

の
開

催
、

企
業

へ
の

P
R

活
動

等
）

・
教

員
に

よ
る

協
定

校
訪

問

1
0
0

b

9
0
.0

a s

％ ％ 人 ％

s d

a s s d

　
平

成
2
9
年

度
は

1
0
0
％

で
、

そ
の

他
の

年
も

毎
年

1
0
0
％

近
い

実
績

で
あ

り
、

令
和

元
年

度
も

同
レ

ベ
ル

の
維

持
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

ａ
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

a

1
1

大
学

院
の

定
員

充
足

率

9
卒

業
生

の
就

職
・
進

学
満

足
度

1
0

留
学

生
の

受
入

・
派

遣
数

受
入

者
数

派
遣

者
数

（
参

考
）
学

生
に

占
め

る
外

国
人

留
学

生
の

割
合

8
就

職
希

望
者

の
就

職
率

2
6

1
0
5

1
0
0

9
9
.5

1
0
0
.3

1
7
7
.9

1
8
2
.1

2
7
.5

ｂ
評

価
（
就

職
率

「
直

近
の

全
国

就
職

率
平

均
値

」
以

上
1
0
0
%
未

満
と

な
る

見
込

み
）

※
文

部
科

学
省

発
表

 全
国

就
職

率
平

均
値

：
9
7
.6

％

ａ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

と
な

る
見

込
み

）

ｓ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

か
つ

 顕
著

な
成

果
と

な
る

見
込

み
）

ｓ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

か
つ

 顕
著

な
成

果
と

な
る

見
込

み
）

留
学

生
受

入
数

/
学

生
総

数
(各

年
度

3
月

3
1
日

時
点

）
×

1
0
0

ｄ
評

価
（
達

成
率

6
0
％

未
満

と
な

る
見

込
み

）
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・
疑

問
点

等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｈ

2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

最
終

目
標

値

法
人

自
己

評
価

4
か

年
の

達
成

率
の

平
均

値
評

価
基

準
 等

◆
研

究
指

標

目
標

値
1
6

1
6

1
6

1
6

実
績

値
1
4

1
3

1
8

1
0

評
価

b
b

a
c

目
標

値
2
8

2
8

2
8

2
8

実
績

値
2
5

2
1

2
3

2
7

評
価

b
c

b
b

目
標

値
1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

実
績

値
1
1
2

9
2

1
0
2

1
1
7

評
価

b
c

c
b

目
標

値
7
9

7
9

7
9

7
9

実
績

値
5
7

4
8

5
8

4
8

評
価

c
c

c
c

目
標

値
5
0

5
0

5
0

5
0

実
績

値
3
0

3
3

3
1

3
0

評
価

c
c

c
c

目
標

値
1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

実
績

値
2
0
3

1
5
1

1
1
9

1
3
2

評
価

s
a

b
b

目
標

値
5
7

5
7

5
7

5
7

実
績

値
6
0

6
2

6
8

6
5

評
価

a
a

a
a

b c c c b a

件 件件 件 編 編 編

1
6

著
書

・
美

術
作

品
・
音

楽
活

動
等

の
発

表
数

1
4

論
文

数

論
文

数

査
読

付
き

論
文

数

英
語

論
文

数

1
5

学
会

報
告

件
数

1
2

受
託

・
共

同
研

究
件

数

1
3

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

出
願

件
数

b

5
0

1
4
0

1
6

1
1
1
.8

ｂ
評

価
（
達

成
率

8
0
％

以
上

1
0
0
%
未

満
と

な
る

見
込

み
）

ａ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

と
な

る
見

込
み

）

2
8

1
4
0

7
9

5
7

ｃ
評

価
（
達

成
率

6
0
％

以
上

8
0
％

未
満

と
な

る
見

込
み

）

ｃ
評

価
（
達

成
率

6
0
％

以
上

8
0
％

未
満

と
な

る
見

込
み

）
6
2
.0

1
0
8
.0

8
5
.9

8
5
.7

7
5
.5

6
6
.8

b

ｂ
評

価
（
達

成
率

8
0
％

以
上

1
0
0
%
未

満
と

な
る

見
込

み
）

ｂ
評

価
（
達

成
率

8
0
％

以
上

1
0
0
%
未

満
と

な
る

見
込

み
）

ｃ
評

価
（
達

成
率

6
0
％

以
上

8
0
％

未
満

と
な

る
見

込
み

）

ab c c c b
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・
疑

問
点

等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｈ

2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

最
終

目
標

値

法
人

自
己

評
価

4
か

年
の

達
成

率
の

平
均

値
評

価
基

準
 等

目
標

値
5
3
5

5
3
5

5
3
5

5
3
5

実
績

値
2
,7

1
8

5
,3

4
5

5
,8

5
8

6
,6

0
8

評
価

s
s

s
s

◆
地

域
貢

献
・
国

際
化

指
標

目
標

値
8
0

8
0

8
0

8
0

実
績

値
8
5
.7

7
8
.6

8
2
.9

9
7
.2

評
価

a
b

a
s

目
標

値
1
3
5

1
3
5

1
3
5

1
5
0

実
績

値
1
3
1

1
5
0

1
1
1

1
1
4

評
価

b
a

b
c

目
標

値
1
,0

4
0

1
,0

4
0

1
,0

4
0

1
,0

4
0

実
績

値
1
,3

5
6

1
,3

5
0

1
,4

0
7

1
,3

4
1

評
価

s
s

s
s

目
標

値
1
9

1
9

1
9

1
9

実
績

値
5
4

4
0

4
2

3
4

評
価

s
s

s
s

s a b s

人件 ％ 人 人

1
9

新
卒

者
の

県
内

就
職

数

2
0

公
開

講
座

な
ど

の
聴

講
者

・
教

員
参

画
数

聴
講

者
数

教
員

参
画

数

1
7

論
文

の
引

用
件

数
等

1
8

卒
業

生
を

採
用

し
た

企
業

の
満

足
度

＜
達

成
率

が
低

下
し

て
い

る
原

因
＞

　
売

り
手

市
場

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
首

都
圏

の
大

手
・
準

大
手

企
業

へ
の

就
職

を
希

望
す

る
学

生
が

増
え

て
い

る
。

一
方

、
首

都
圏

の
企

業
は

人
材

確
保

の
た

め
、

新
潟

な
ど

地
方

都
市

で
開

催
さ

れ
る

合
同

企
業

説
明

会
に

ブ
ー

ス
出

展
す

る
こ

と
が

多
く
な

っ
た

。
こ

れ
ら

の
こ

と
が

、
県

外
就

職
者

が
増

加
し

て
い

る
要

因
と

考
え

ら
れ

る
。

＜
達

成
率

改
善

の
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

＞
　

県
の

補
助

金
を

活
用

し
た

県
内

企
業

見
学

バ
ス

ツ
ア

ー
を

開
催

し
、

県
主

催
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

マ
ッ

チ
ン

グ
フ

ェ
ア

や
、

C
O

C
+
参

加
大

学
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

地
域

活
動

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

参
加

す
る

な
ど

し
て

、
県

内
就

職
を

増
や

す
よ

う
取

り
組

ん
で

い
る

。
　

※
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
地

域
活

動
フ

ォ
ー

ラ
ム

…
C

O
C

+
参

加
校

が
、

「
教

育
（
人

材
育

成
）
」
「
県

内
企

業
へ

の
関

心
と

地
元

定
着

」
「
地

域
の

課
題

解
決

」
の

３
つ

の
分

科
会

に
分

か
れ

、
活

動
の

事
例

発
表

を
行

う
フ

ォ
ー

ラ
ム

。

　
引

用
の

絶
対

総
数

が
目

標
値

と
し

て
適

切
か

に
つ

い
て

は
今

後
検

討
す

べ
き

。
9
5
9
.3

1
0
7
.6

ｓ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

か
つ

 顕
著

な
成

果
と

な
る

見
込

み
）

ａ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

と
な

る
見

込
み

）

1
9

5
3
5

8
0

1
5
0

1
,0

4
0

9
1
.6

1
3
1
.1

2
2
3
.7

ｂ
評

価
（
達

成
率

8
0
％

以
上

1
0
0
%
未

満
と

な
る

見
込

み
）

ｓ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

か
つ

 顕
著

な
成

果
と

な
る

見
込

み
）

s
ｓ
評

価
（
達

成
率

1
0
0
％

以
上

か
つ

 顕
著

な
成

果
と

な
る

見
込

み
）

s a b s s
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評
価

区
分

評
価

委
員

の
コ

メ
ン

ト
・
疑

問
点

等

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

指
　

標
　

項
　

目
単

位
Ｈ

2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

最
終

目
標

値

法
人

自
己

評
価

4
か

年
の

達
成

率
の

平
均

値
評

価
基

準
 等

目
標

値
1
6

1
6

1
6

1
6

実
績

値
1
4

1
3

1
8

1
0

評
価

b
b

a
c

目
標

値
8
0

8
0

8
0

8
0

実
績

値
1
0
5

1
1
5

8
7

7
7

評
価

s
s

a
b

目
標

値
8
0

8
0

8
0

8
0

実
績

値
1
2
4

1
1
2

1
0
4

1
1
7

評
価

s
s

s
s

目
標

値
7
3
0

7
3
0

7
3
0

7
3
0

実
績

値
6
1
1

6
2
2

5
8
7

6
2
0

評
価

b
b

c
b

目
標

値
5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

実
績

値
5
8
6

5
8
5

5
8
6

5
4
6

評
価

a
a

a
a

目
標

値
2
6

2
6

2
6

2
6

実
績

値
3
6

5
1

4
8

5
0

評
価

s
s

s
s

目
標

値
1
0
5

1
0
5

1
0
5

1
0
5

実
績

値
1
5
1

2
0
1

2
1
1

2
0
2

評
価

s
s

s
s

目
標

値

実
績

値
3
.1

4
.5

4
.3

4
.4

評
価

－
－

－
－

人 ％件 件 件 点 点 人

2
4

卒
業

時
の

英
語

能
力

（
再

掲
）

国
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公立大学法人新潟県立大学の中期目標期間終了時見込業務実績評価(中間評価) 

実施要領 

 
令 和 元 年 ５ 月 3 1 日 
新潟県公立大学法人評価委員会 

第１ 趣旨 
この要領は、地方独立行政法人法（以下「法」という。）第 78 条の２の規定及び当該規

定に基づき定められた県規則（新潟県公立大学法人の業務運営並びに財務及び会計に関す

る規則）に基づき、新潟県公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という｡)が行う

公立大学法人新潟県立大学（以下「法人」という｡)の中期目標期間の終了時に見込まれる

中期目標期間の業務実績に関する評価（以下「中間評価」という｡)を適切に行うため、評

価の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 
 
第２ 評価の目的 
評価委員会が行う評価は、法人の業務運営の自主的かつ継続的な見直し・改善を促し、

もって、法人の業務の質的向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資することを目的と

して行う。 
 
第３ 評価の基本方針 
中間評価は、中期目標の達成見込を確認する観点から行い、評価に当たっては、総合的

かつ効率的に行うこととする。 
なお、評価の際は、大学の教育研究の特性や大学運営の自主性・自律性に配慮するとと

もに、評価を通じて、法人の中期目標の達成状況の見込を県民に分かりやすく示すよう努

めるものとする。 
 

第４ 中間評価の実施時期 
中間評価は、当該中期目標期間の最後の事業年度の前々事業年度終了後、概ね５月以内

に実施するものとする。 
 
第５ 中間評価の実施方法 
１ 評価手法 

中間評価は、その目的を効率的かつ効果的に達成するため、業務実績見込に基づき

法人が行う自己評価結果を踏まえ、項目別に評価の上、中期目標の達成見込について

総合的な評価（全体評価）を行う。 
 

２ 評価項目 
評価項目は、表１のとおりとする。 
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３ 評価基準 
表２－１の取扱いを基本に、取組状況や目標の難易度、外的要因等、それぞれの状

況を総合的に勘案して評価するものとする。 
ただし、指標単位評価について指標の性質から、表２－１により達成度を算定しが

たい指標については、表２－２によるものとする。 
なお、評価にあたっては、法第 79 条の規定に基づき、学校教育法（昭和 22 年法律

第 26 号）第 109 条第２項に規定する認証評価機関の教育及び研究の状況についての

評価を踏まえるものとする。 
 

４ 評価の手順 
(1) 小項目別評価（事業単位評価・指標単位評価） 

ア 法人による実績報告 
法人は、表１に定める小項目別の業務実績及び取組予定をとりまとめ、３に定め

る評価基準に沿い自己評価の上、業務実績見込報告書を作成し、評価の実施時期の

属する年度の６月末日までに評価委員会に提出する。 
 

イ 評価委員会による検証・評価 
評価委員会は、法人から提出された業務実績見込報告書について、法人関係者か

らのヒアリング等により検証の上、表１で定める小項目ごとに、３に定める評価基

準により、評価する。 
なお、評価委員会は、検証、評価を行う上で必要がある場合、法人に対して資料

の追加提出を求めることができるものとする。 
 

ウ 法人意見の聴取、申立て機会の付与 
評価の透明性、正確性を確保するため、評価委員会は、法人の実績報告・自己評

価に基づき実施した小項目評価について、評価結果の決定に先立ち、法人に評価結

果案を提示し、意見申立ての機会を付与する。 
なお、法人は、当該案に対する意見を、書面により評価委員会に申し出るものと

する。 
 

エ 評価の確定 
評価委員会は、小項目別評価案に対する法人意見を踏まえ、必要に応じて法人関

係者の説明を受けて当該意見の適否を審議し、当該案に修正を加える等により小項

目別評価を確定する。 
 

(2) 大項目別評価 
評価委員会は、(1)における小項目別評価結果を踏まえ、表１に定める大項目ごとに、

３に定める評価基準により、中期目標の達成見込を総合的に勘案して評価する。 
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(3) 全体評価 
評価委員会は、項目別評価の結果を踏まえ、３に定める評価基準により、中期目標

の全体的な達成見込を総合的に勘案して評価する。 
 
第６ 評価結果の取扱い等 
１ 評価結果の通知及び公表等 

評価委員会は、評価結果を確定したときは、評価書としてとりまとめ、遅滞なく当

該評価書を法人及び知事に送付するとともに新潟県ホームページ等で公表する。 
 

２ 評価結果の活用 
法人は、評価結果を自らの業務運営等の見直し又は改善に活用・反映させていくも

のとする。 
なお、評価委員会は、評価に際し、従前の評価結果等に対する法人の業務運営への

活用・反映状況等を確認するものとする。 
  
第７ 評価方法の継続的な見直し 
この要領については、中間評価の実施状況等を踏まえ、必要に応じて見直すものとする。 

 
第８ その他 
この要領に定めるもののほか、評価の実施に際して必要な事項は、評価委員会が別に定

める。 
 

 

附 則 
 この要領は、令和元年５月 31 日から施行し、平成 31 年４月１日から適用する。 
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（表１：中間評価における評価項目） 

評 価 区 分 評 価 の 対 象 

小
項
目
別
評
価 

事業単位 
評価 

中期計画の第１から第５の最小項目として記載されている各事項の達成見込 
 ※ 第６から第 10 に係る実績については、全体評価の際に参考情報として用い
る。 

指標単位 
評価 中期計画の各数値目標の達成見込 

大項目別 
評価 

小項目別評価を踏まえた、中期目標における次の７区分ごとの達成見込 

１ 教育に関する目標（中期目標第２の１） 

２ 研究に関する目標（中期目標第２の２） 

３ 地域貢献・国際化に関する目標（中期目標第２の３） 

４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標（中期目標第３） 

５ 財務内容の改善に関する目標（中期目標第４） 

６ 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する目標（中期目
標第５） 

７ その他業務運営に関する重要事項（中期目標第６） 

全体評価 大項目別評価を踏まえた、中期目標全体の達成見込 
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（表２－１：中間評価における評価基準） 

評 価 区 分 評定 評  語 評価の目安 

小 
 

項 
 

目 
 

別 
 

評 
 

価 

事業単位 
評価 

ｓ 中期計画の達成状況は優れたもの

となる見込みである 
特に優れる若しくは顕著な成果となる見

込み 

ａ 中期計画の達成状況は良好となる

見込みである 上回る若しくは十分な実施となる見込み 

ｂ 中期計画の達成状況は概ね良好と

なる見込みである 実施する見込み 

ｃ 
中期計画の達成状況はやや不十分

となる見込みである 
下回る若しくは実施が不十分となる見込

み 

ｄ 
中期計画の達成状況は不十分とな

る見込みであり、重大な改善事項が

ある 
特に劣る若しくは未実施となる見込み 

指標単位 
評価 

ｓ 
中期計画の達成状況は優れたもの

となる見込みである 
達成率 100％以上かつ顕著な成果となる見

込み 

ａ 
中期計画の達成状況は良好となる

見込みである 達成率 100％以上となる見込み 

ｂ 
中期計画の達成状況は概ね良好と

なる見込みである 達成率 80％以上 100％未満となる見込み 

ｃ 
中期計画の達成状況はやや不十分

となる見込みである 達成率 60％以上 80％未満となる見込み 

ｄ 
中期計画の達成状況は不十分とな

る見込みであり、重大な改善事項が

ある 
達成率 60％未満となる見込み 

大項目別 
評価 

Ｓ 
中期目標の達成状況は優れたもの

となる見込みである 

大項目（７区分）別に、中期目標の達成見

込について、小項目別評価から総合的に勘

案し、評価 

Ａ 
中期目標の達成状況は良好となる

見込みである 

Ｂ 
中期目標の達成状況は概ね良好と

なる見込みである 

Ｃ 
中期目標の達成状況はやや不十分

となる見込みである 

Ｄ 
中期目標の達成状況は不十分とな

る見込みであり、重大な改善事項が

ある 

全体評価 

中期目標の達成状況は優れたものとなる

見込みである 

中期目標全体の達成見込について、大項目

別評価から総合的に勘案し、評価 

中期目標の達成状況は良好となる見込み

である 

中期目標の達成状況は概ね良好となる見

込みである 

中期目標の達成状況はやや不十分となる

見込みである 

中期目標の達成状況は不十分となる見込

みであり、重大な改善事項がある 
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（表２－２：実施要領第５の３の表２－１により達成率を算定しがたい指標の評価基準） 

指  標 評定 評  語 評価の目安 

卒業時の 
英語能力 

 
ＴＯＥＩＣ 

スコア 

ｓ 中期計画の達成状況は優れた

ものとなる見込みである 
730 以上（500 以上）かつ顕著な成果 
※（ ）内は人間生活学部。以下同じ 

左 記 の 区

分 を 基 本

に 目 標 達

成 者 の 割

合 等 を 総

合 的 に 勘

案 し て 評

価する。 

ａ 中期計画の達成状況は良好と

なる見込みである 原則 730 以上（500 以上） 

ｂ 中期計画の達成状況は概ね良

好となる見込みである 
原則 600 以上 730 未満 
  （450 以上 500 未満） 

ｃ 中期計画の達成状況はやや不

十分となる見込みである 
原則 500 以上 600 未満 
  （400 以上 450 未満） 

ｄ 
中期計画の達成状況は不十分

となる見込みであり、重大な

改善事項がある 
500 未満（400 未満） 

国家資格の 
取得率 

 
管理栄養士 

合格率 

ｓ 中期計画の達成状況は優れた

ものとなる見込みである 合格率 100％かつ顕著な成果 

ａ 中期計画の達成状況は良好と

なる見込みである 合格率 100％ 

ｂ 中期計画の達成状況は概ね良

好となる見込みである 
合格率「直近の全国合格率平均値」以上 100％未

満 

ｃ 中期計画の達成状況はやや不

十分となる見込みである 
合格率 80％以上「直近の全国合格率平均値」未

満 

ｄ 
中期計画の達成状況は不十分

となる見込みであり、重大な

改善事項がある 
合格率 80％未満 

就職希望者
の 

就職率 

ｓ 中期計画の達成状況は優れた

ものとなる見込みである 就職率 100％かつ顕著な成果 

ａ 中期計画の達成状況は良好と

なる見込みである 就職率 100％ 

ｂ 中期計画の達成状況は概ね良

好となる見込みである 
就職率「直近の全国就職率平均値」以上 100％未

満 

ｃ 中期計画の達成状況はやや不

十分となる見込みである 
就職率 80％以上「直近の全国就職率平均値」未

満 

ｄ 
中期計画の達成状況は不十分

となる見込みであり、重大な

改善事項がある 
就職率 80％未満 

国の大学教
育改革に関
する支援プ
ログラム採
択数 

ｓ 中期計画の達成状況は優れた

ものとなる見込みである 新規採択又は採択事業継続かつ顕著な成果 

ａ 中期計画の達成状況は良好と

なる見込みである 新規採択又は採択事業継続 

ｂ 中期計画の達成状況は概ね良

好となる見込みである 申請あり（不採択） 

ｃ 中期計画の達成状況はやや不

十分となる見込みである 申請準備あり 

ｄ 
中期計画の達成状況は不十分

となる見込みであり、重大な

改善事項がある 
取組なし 

－ 該当なし 該当する申請事業なし 
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「◎」：部会長
（五十音順、敬称略）

選出分野 現 職

いぬい     ともひこ

乾　  友 彦

 か し ろ  さ と こ

神 代 聡 子

こじょう   よ し こ

古 城 佳 子

 さ か た   ゆたか

坂 田  裕

しろやま   ひであき

城 山 英 明

新潟県公立大学法人評価委員会

氏　名

教育･研究 ◎
東京大学
大学院総合文化研究科教授

地域・経営
株式会社新潟クボタ
常務取締役

県立大学部会　委 員

教育･研究
学習院大学
国際社会科学部学部長・教授

会　計 公認会計士・税理士

教育･研究
東京大学
大学院法学政治学研究科教授
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